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　３
・
11
東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
。大
災
害
時
に
防
災
拠
点
と
し
て
の「
道
の
駅
」

が
大
活
躍
し
た
こ
と
で
ま
す
ま
す
多
様
な
役
割
が
期
待
さ
れ
る
な
か
、
国
土
交
通

省
は
こ
の
ほ
ど
新
た
に「
重
点『
道
の
駅
』」38
カ
所
を
選
定
し
た
。
同
省
は
昨
年
、

重
点
「
道
の
駅
」
制
度
を
創
設
し
、
他
の
道
の
駅
の
参
考
に
な
る
よ
う
な
活
動
を

顕
彰
し
て
い
る
が
、
改
め
て
公
的
施
設
と
し
て
の
公
共
性
の
原
点
を
重
視
し
て
追

加
選
定
し
た
。
道
の
駅
制
度
ス
タ
ー
ト
当
初
の
休
憩
機
能
、
情
報
発
信
機
能
、
地

域
の
連
携
機
能
の
他
に
福
祉
や
防
災
、
観
光
、
文
化
活
動
、
地
域
経
済
な
ど
様
々

な
分
野
で
の
さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　重
点
「
道
の
駅
」
制
度
は
、
地
方
創
生

の
核
と
な
り
地
域
が
抱
え
る
多
様
な
課
題

解
決
に
向
け
、
優
れ
た
取
り
組
み
を
進
め

る
「
道
の
駅
」
を
重
点
的
に
支
援
し
て
、

地
域
活
性
化
の
拠
点
に
な
っ
て
も
ら
お
う

と
い
う
の
が
目
的
だ
。

　今
年
は
東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
の
節

目
の
年
。
復
興
を
象
徴
す
る
よ
う
に
、
岩

手
県
宮
古
市
の
道
の
駅
「
た
ろ
う
」
や
、

原
発
災
害
で
村
中
が
避
難
し
て
い
る
福
島

県
飯
館
村
の
道
の
駅
「（
仮
称
）
ま
で
い

館
」
も
選
定
さ
れ
た
。
ど
ち
ら
も
壊
滅
的

な
被
害
を
受
け
た
市
街
地
の
復
興
の
中
核

施
設
と
し
て
「
ま
ち
ぐ
る
み
『
道
の
駅
』」

を
目
指
し
て
移
転
、
再
建
す
る
。

　選
定
さ
れ
た
道
の
駅
は
、
そ
れ
ぞ
れ
産

業
振
興
や
地
域
福
祉
、
防
災
、
地
方
移
住

促
進
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
む
独
自
の

計
画
を
進
め
て
お
り
「
小
さ
な
拠
点
」
づ

く
り
を
目
指
す
意
欲
的
な
姿
勢
が
評
価
さ

れ
た
。
＝
２
〜
３
面
に
関
連
記
事
、
４
面

に
一
覧
表

　３
・
11
か
ら
５
年
に
合
わ
せ
て
災
害
か

ら
の
復
興
の
歩
み
を
確
認
し
よ
う
と
い
う

イ
ベ
ン
ト
も
各
地
で
行
わ
れ
て
お
り
、
仙

台
市
で
は
２
月
、「
被
災
地
の
未
来
を
考

え
る
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
読
売
新
聞
社
主

催
）
も
開
催
、「
道
の
駅
」
が
復
興
の
鍵

を
握
る
こ
と
が
話
し
合
わ
れ
た
。

　３
月
12
日
に
は
仙
台
市
で
、
昨
年
同
市

で
国
連
世
界
防
災
会
議
が
開
催
さ
れ
て
１

年
を
機
に
、「
仙
台
防
災
未
来
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
も
開
か
れ
る
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

重点駅38カ所選定
道
の
駅
は
独
自
商
品
の
開
発
や
６
次
産
業
化
で
特
色
を
出
そ
う
と
日
々
、
創
意
工
夫
を
重
ね
る
。
地
域
の
生
産
者
た
ち
と
道
の

駅
の
連
携
が
そ
れ
を
支
え
、
そ
れ
が
地
元
経
済
や
地
域
活
性
化
を
刺
激
し
、
地
方
創
生
の
好
循
環
を
も
た
ら
す

特集　重点駅 38カ所選定 １～４面
「被災地の未来を考える」シンポ ８～９面
日本風景街道　 10 ～ 11 面
列島保全への課題 ６面
道の駅診断 12 面
読者の声／パズル／プレゼント 14 ～ 15 面

第47号　ＩＮＤＥＸ

道の駅新聞「ルートプレス」は全国
の「道の駅」で配布しております。

は
「
ル
ー
ト
プ
レ
ス
」
発
行
元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

人
と
道
研
究
会
も
、
昨
年
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
実
績
を
評
価
さ
れ
て
ミ
ニ

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
。
災
害
弱

者
の
高
齢
者
に
焦
点
を
当
て
「
高
齢
者
の

幸
せ
に
貢
献
す
る
『
道
の
駅
』」
を
報
告

す
る
。
＝
８
〜
９
面
に
関
連
記
事

　６
月
に
は
「
東
北
の
元
気
」
を
ア
ピ
ー

ル
し
よ
う
と
、
被
災
し
た
道
の
駅
を
連
携

し
て
支
え
た
道
の
駅
を
は
じ
め
、
東
北
６

県
の
道
の
駅
が
仙
台
市
で
「
東
北
『
道
の

駅
』
ま
る
ご
と
フ
ェ
ス
タ
」
を
計
画
し
て

い
る
。
道
の
駅
の
現
場
を
仕
切
る
駅
長
さ

ん
た
ち
が
計
画
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
頑
張

る
東
北
の
姿
を
見
せ
よ
う
と
準
備
に
余
念

が
な
い
。
第
２
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
道
の

駅
は
、
大
き
な
期
待
を
集
め
る
な
か
、
飛

躍
へ
の
様
々
な
試
み
が
続
い
て
い
る
。

防
災
拠
点
な
ど
公
共
性
重
視

　
国
交
省

一乗谷あさくら水の駅
東村新一駅長

　特別史跡、特別名勝、重要文化財の

福井市安波賀中島町 1-1-1
主要地方道篠尾勝山線　TEL.0776-41-2777

三重指定を受けている一乗谷朝倉氏遺跡の玄関口
に位置し、直径約４㍍の三連水車が目印となって
います。越前おろしそばを始めとする手打ちそば
を味わえるほか、新鮮な農産物や地域の特産品を
販売しています。ビオトープでホタルを飼育中。

山中温泉ゆけむり健康村
中市真弓駅長

　当駅も名湯山中温泉の温浴施設を併

石川県加賀市山中温泉こおろぎ町イ 19
国道 364 号　　TEL.0761-78-5620

設。数奇屋風造りの駅舎横に旧北陸鉄道「しら
さぎ号」の本物車両を展示しています。テニス、
ゲートボール場、フィットネスジムも利用可。
お土産には商工会女性部の手づくり山中塗エコ
バックが人気です。

伊勢志摩
大口秀和駅長

　伊勢志摩国立公園にあり、駅舎の外

三重県志摩市磯部町穴川 511-5
国道 167 号    TEL.0599-56-2201

観はスペインの風情を感じさせます。案内所では
地元の観光情報、物産館では新鮮な海産物を、レ
ストランでは地元の食材を使った料理が楽しめま
す。5月の伊勢志摩サミットには最高のおもてな
しで皆さまをお迎えします。ぜひお越しを。
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道の駅が高齢者の生きがいに
　重
点
「
道
の
駅
」
は
、
先
駆
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る

駅
を
選
定
し
関
係
機
関
が
連
携
し
て
重
点
的
に
応
援
す
る

制
度
。「
ま
ち
」
の
特
産
物
や
観
光
資
源
を
活
か
し
て
「
ひ

と
」
を
呼
び
、
地
域
に
「
し
ご
と
」
を
生
み
出
す
中
核
施

設
で
、地
域
の
課
題
解
決
の
場
と
し
て
「
地
方
創
生
」「
地

域
活
性
化
」
の
拠
点
と
な
る
。
と
り
わ
け
中
山
間
地
で
は

高
齢
化
や
過
疎
化
に
悩
む
地
域
が
多
く
、
道
の
駅
は
高
齢

者
が
働
く
生
き
が
い
の
場
に
な
っ
て
希
望
を
与
え
て
い

る
。
重
点
「
道
の
駅
」
が
他
の
駅
の
参
考
に
な
り
、
全
体

の
底
上
げ
に
刺
激
に
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　今
回
の
選
定
で
は
、
公
的
施
設

と
し
て
の
公
共
性
を
重
視
し
、
①

地
域
の
特
産
品
を
活
か
し
た
「
産

業
振
興
」
②
地
域
の
高
齢
化
等
に

結
節
点
」
④
災
害
時
に
高
度
な
防

災
機
能
を
発
揮
す
る
「
防
災
」
⑤

地
域
の「
観
光
総
合
窓
口
」⑥「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
」
⑦
地
方
移
住

・
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
に
貢
献
す

る
「
地
方
移
住
等
促
進
」
⑧
地
域

間
の
「
交
流
・
連
携
」
…
…
の
８

つ
の
分
野
で
選
定
。

　国
土
交
通
省
の
各
地
方
整
備
局

等
か
ら
の
推
薦
を
受
け
、
設
置
自

治
体
な
ど
か
ら
道
の
駅
の
新
た
な

設
置
や
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
の

企
画
提
案
を
「
道
の
駅
」
有
識
者

懇
談
会
（
委
員
長
・
石
田
東
生
筑

波
大
学
シ
ス
テ
ム
情
報
系
社
会
工

学
域
教
授
）
が
審
査
。
１
月
末
、

駅
底
上
げ
の
刺
激

地
域
に
「
し
ご
と
」
を
生
み
出
す

国
交
省
が
公
表
し
た
。

　「産
業
振
興
」
分
野
で
は
、
６

次
産
業
化
で
漁
業
の
復
興
・
再
生

の
拠
点
を
目
指
す
岩
手
県
宮
古
市

の
「
た
ろ
う
」
や
、
基
幹
病
院
と

連
携
し
「
医
食
農
同
源
」
を
テ
ー

マ
に
地
元
農
水
産
物
を
活
用
し
た

地
産
地
消
の
推
進
を
掲
げ
る
千
葉

県
旭
市
の
「
季
楽
里
あ
さ
ひ
」
な

ど
13
駅
を
選
定
。

　「地
域
福
祉
」
で
は
、
原
発
災

害
か
ら
の
帰
村
時
の
日
常
生
活
を

支
え
る
役
場
や
医
療
機
関
と
連
携

し
た
復
興
拠
点
と
な
る
福
島
県
飯

館
村
の
「（
仮
称
）
ま
で
い
館
」

を
は
じ
め
、
高
齢
者
へ
の
宅
配
サ

移
住
窓
口
を
設
置
す
る
な
ど
道
の

駅
を
中
心
に
移
住
・
雇
用
対
策
を

展
開
す
る
群
馬
県
上
野
村
の
「
上

野
」
や
、
消
防
署
、
医
療
セ
ン
タ

ー
等
と
連
携
し
た「
小
さ
な
拠
点
」

を
形
成
し
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

を
活
用
し
、
移
住
定
住
等
を
促
進

す
る
熊
本
県
阿
蘇
市
の
「
阿
蘇
」

な
ど
４
駅
に
な
っ
た
。

　「
交
流
・
連
携
」
で
は
、
２
カ

所
が
選
ば
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
複

数
の
道
の
駅
を
対
象
に
地
域
を
選

定
し
た
の
が
特
徴
。
滋
賀
県
竜
王

町
の「
竜
王
か
が
み
の
里
」と「
ア

グ
リ
パ
ー
ク
竜
王
」
を
セ
ッ
ト
に

し
た
の
は
、
集
客
力
の
あ
る
駅
と

農
業
生
産
力
の
あ
る
道
の
駅
が
、

土
地
の
も
の
を
土
地
の
料
理
法
で

も
て
な
す
「
土
産
土
法
（
ど
さ
ん

ど
ほ
う
）」
で
連
携
す
る
。

　広
島
県
と
島
根
県
に
ま
た
が
る

国
道
54
号
沿
線
「
道
の
駅
」
は
、

三
次
市
、
雲
南
市
、
飯
南
町
の
３

市
町
に
あ
る「
ゆ
め
ラ
ン
ド
布
野
」

「
赤
来
高
原
」「
頓
原
」「
掛
合
の
里
」

の
４
駅
が
セ
ッ
ト
。
連
携
し
て
過

疎
地
域
の
悩
み
解
消
を
共
通
の
課

題
と
し
て
、「
地
域
の
人
が
集
ま

る
道
の
駅
」へ
の
再
生
を
目
指
す
。

　選
定
さ
れ
た
道
の
駅
は
い
ず
れ

も
、
相
互
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に

よ
り
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
や
地

産
地
消
を
促
進
し
て
小
さ
な
拠
点

の
形
成
等
を
目
指
し「
地
方
創
生
」

の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　こ
れ
ら
の
重
点
「
道
の
駅
」
に

対
し
て
は
、
自
治
体
や
関
係
機
関

で
協
議
会
等
を
設
け
、
様
々
な
制

度
の
活
用
等
に
つ
い
て
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
相
談
で
き
る
体
制
を
作

り
、
駐
車
場
や
休
憩
施
設
、
ト
イ

レ
、
道
路
情
報
提
供
施
設
等
は
国

交
省
が
支
援
す
る
。

　３
面
に
各
分
野
の
主
な
道
の
駅

を
紹
介
す
る

地域の道の駅に野菜や花などを出品する生産農家の担
い手は、それを生きがいにしているお年寄りが多い

２

対
応
し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
「
地
域
福
祉
」
③
公
共
交
通

の
結
節
点
と
し
て
地
域
住
民
に
交

通
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
「
交
通

ー
ビ
ス
な
ど
買
い
物
支
援
や
安
否

確
認
、
町
民
バ
ス
と
連
携
し
た
中

山
間
地
の
生
活
支
援
を
う
た
う
長

野
県
阿
南
町
の
「
信
州
新
野
千
石

平
」
な
ど
11
駅
を
選
ん
だ
。

　「交
通
結
節
点
」
は
長
距
離
バ

ス
、
路
線
バ
ス
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
バ
ス
の
結
節
点
の
機
能
が

あ
る
北
海
道
士
幌
町
の
「
ピ
ア
21

し
ほ
ろ
」
な
ど
４
駅
。

　「防
災
」
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
等
に
備
え
た
防
災
活
動
拠
点

と
し
て
、愛
知
県
豊
橋
市
の
「（
仮

称
）
と
よ
は
し
」。「
観
光
総
合
窓

口
」
は
、
恐
竜
博
物
館
等
を
活
か

し
た
観
光
・
交
流
拠
点
と
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
周
遊
観
光

も
図
る
福
井
県
勝
山
市
の
「（
仮

称
）
恐
竜
渓
谷
ジ
オ
パ
ー
ク
」
な

ど
２
駅
。「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
」

で
は
、
世
界
遺
産
白
神
山
地
の
玄

関
口
で
、
多
言
語
化
に
対
応
し
た

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
案
内
所
（
ス

タ
ッ
フ
・
ガ
イ
ド
）
を
配
置
し
た
、

秋
田
県
能
代
市
の
「
ふ
た
つ
い
」

を
選
定
し
た
。

　「
地
方
移
住
等
促
進
」
で
は
、

重点駅 38カ所選定

アルプ飛騨古川
青木孝則駅長

　乗鞍岳を一望する道の駅。春から秋

岐阜県飛騨市古川町上町 1348-2
国道 41 号　TEL.0577-74-0150

にかけての山菜、そば、朴葉みそ、地酒がおすす
めの特産品です。大型駐車場を完備し、コンビニ、
ＥＶ充電も設置。しっとりとした風情と、情緒豊
かな景観の城下町「飛騨古川」の観光や宿泊施設
などの情報を常駐の案内人が提供しています。

宇土マリーナ
管俊宏支配人

　15年 7月に宇土の新名所「いか天実

熊本県宇土市下網田町 3084-1
国道 57 号　TEL.0964-27-1788

演販売」を開設、同年9月に「漁師食堂」をリニュー
アルし、地元や有明海で獲れた魚を目の前で刺身
にして提供しています。網田ネーブルやマテ貝な
ど多くの特産品も揃えてお客様をお迎えし、いか
天やネーブルソフトも大人気です。

よってけ！島牧
野崎泰生駅長

　高さ70㍍幅35㍍の「賀老の滝」や全

北海道島牧村千走 11-1
国道 229 号　TEL.0136-74-5183

国一の面積を誇るブナ原生林など自然豊かな島牧
村にあります。当駅では、前浜で獲れるうにやあ
わびなど、新鮮な魚介類を使った海鮮バーベキュー
が大好評です。うにの一夜漬けなど美味しい特産
品も多数販売しています。

丹精込めた花々が道の駅で売
れるのがうれしいという清藤
真知子さん（66）＝上
道の駅への出荷前に自慢のト
ウモロコシを手に取る植田江
美さん（73）＝中
栽培した野菜を道の駅に出荷
できるのが生きがいという寺
尾義昭さん（84）と妻の延
子さん（84）＝下
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大阪城残石記念公園
三枝邦彦駅長

　徳川幕府が拡張・修築工事に使った

香川県土庄町小海甲 909-1
県道 26 号　TEL.0879-65-2865

大坂城の石垣と小豆島の丁場跡を結ぶ歴史を、多
くの人々に知っていただく観光拠点です。地元住
民にも施設運営に参加してもらって地域振興に努
めております。売店では郷土料理のイギス、トコ
ロテン、石材加工品等を販売しています。

グリーンロード大和
高橋由美駅長

　昨年4月にリニューアルオープンし

島根県美郷町長藤 230-2
国道 375 号　TEL.0855-82-2812

た小さな道の駅です。レストランでは、美郷町産
のブランド猪肉「山くじら」と、駅スタッフの作
るお米を使った「山くじら丼」が人気です。「ま
ほろば産直市」も小さな店舗ですが、生産者とお
客様の交流の場として活気があふれています。

白崎海洋公園
畑中雅央駅長

　全体が白い石灰岩に囲まれ、青い海

和歌山県由良町大引 960-1
主要地方道御坊由良線　TEL,0738-65-3551

とのコントラストが美しい、風光明媚な道の駅で
す。スキューバダイビングスポットやログハウス、
オートキャンプ場なども整備しており、各種アウ
トドア体験を楽しんでいただけます。平成百景に
も選定されている観光名所です。

　東
日
本
大
震
災
で
沿
岸
部
が
壊

滅
し
た
宮
古
市
の
未
来
に
向
け

「
田
老
地
区
の
再
生･

創
世
」
を

目
指
す
。
道
の
駅
、
周
辺
地
区
、

三
陸
沿
岸
道
が
連
携
し
た
道
の
駅

と
し
て
旧
市
街
地
に
移
転
、
地
区

全
体
を
「
道
の
駅
」
化
。
情
報
発

信
機
能
を
持
つ
漁
業
復
興
拠
点
と

し
て
水
産
物
の
直
売
や
６
次
産
業

化
を
図
る
。

　三
陸
沿
岸
地
域
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
と
し
て
ジ
オ
パ
ー
ク
等
の
観
光

資
源
を
情
報
発
信
し
、
コ
ン
パ
ク

ト
Ｉ
Ｃ
間
の
立
地
を
活
か
し
「
学

ぶ
防
災
」
を
軸
に
企
業
研
修
、
修

学
旅
行
な
ど
を
誘
致
。
地
域
間
交

流
や
イ
ベ
ン
ト
の
場
と
す
る
。

　群
馬
県
の
道
の
駅
第
１
号
だ
が

老
朽
化
も
進
み
、
近
隣
の
富
岡
製

糸
場
の
世
界
遺
産
登
録
な
ど
で
入

り
込
み
客
も
増
え
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
や
施
設
機
能
の
増
強
が
必
要
に

な
っ
た
。

　高
齢
者
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る

「
お
た
っ
し
ゃ
サ
ロ
ン
」
や
移
住

雇
用
相
談
窓
口
「
ふ
ら
っ
と
サ
ロ

ン
」、
買
い
物
困
難
者
へ
の
宅
配

サ
ー
ビ
ス
と
高
齢
者
の
足
と
な
る

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
拡
充
や
防
災
拠

点
等
を
整
備
。
特
産
品
の
イ
ノ
ブ

タ
を
目
玉
と
し
た
商
品
開
発
や
ブ

ラ
ン
ド
化
、
宿
泊
施
設
や
給
食
セ

ン
タ
ー
等
で
地
産
品
活
用
の
地
産

地
消
に
取
り
組
む
。

　町
内
２
カ
所
の
道
の
駅
（
集
客

力
の
「
竜
王
か
が
み
の
里
」
と
農

業
生
産
力
の
「
ア
グ
リ
パ
ー
ク
竜

王
」）
を
連
携
さ
せ
、
ま
ち
づ
く

り
手
法
に
取
り
入
れ
て
い
る
、
土

地
の
も
の
を
土
地
な
ら
で
は
の
料

理
法
で
も
て
な
す「
土
産
土
法（
ど

さ
ん
ど
ほ
う
）」
を
推
進
。

　人
口
減
少
時
代
の
課
題
克
服
の

た
め
農
業
の
担
い
手
の
育
成
、
農

住
（
空
き
家
対
策
）
窓
口
の
設
置

な
ど
を
進
め
、
野
菜
ソ
ム
リ
エ
・

就
農
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
生
産

団
地
・
生
産
組
合
等
の
体
制
を
整

備
し
て
、
農
産
物
の
お
試
し
販
売

ま
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
農
業
体

験
な
ど
を
実
施
す
る
。

　「ま
で
い
」
と
は
こ
の
地
域
の

方
言
で
「
ゆ
っ
く
り
、
丁
寧
に
」

の
意
味
。
飯
舘
村
は
「
ま
で
い
の

力
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
大
量
生
産
、

大
量
消
費
の
生
活
を
見
直
し
、
ス

ロ
ー
ラ
イ
フ
の
村
づ
く
り
を
進
め

て
き
た
が
、
福
島
第
一
原
発
事
故

で
全
村
避
難
中
で
、
帰
村
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
地
域
福
祉
拠
点
、
産

業
再
生
そ
の
他
復
興
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
整
備
す
る
。

　高
齢
者
な
ど
交
通
弱
者
の
た
め

に
宅
配
等
を
実
施
し
、
特
に
農
業

復
興
の
た
め
、
食
べ
物
よ
り
放
射

線
や
風
評
被
害
の
影
響
を
受
け
に

く
い
「
花
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し

た
営
農
再
開
を
進
め
る
。

　「近
き
者
よ
ろ
こ
び
て
、
遠
き

者
来
る
」 

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
に

ぎ
わ
い
・
交
流
の
促
進
／
集
落
を

結
ぶ
公
共
交
通
・
宅
配
サ
ー
ビ
ス

を
導
入
、
生
活
サ
ー
ビ
ス
等
を
道

の
駅
に
集
約
／
農
業
、
商
工
業
関

係
者
、
大
学
と
協
働
し
地
域
の
魅

力
を
発
信
す
る
拠
点
と
す
る
。

　特
に
、
地
域
活
性
化
の
担
い
手

と
な
る
人
材
育
成
、
若
者
の
視
点

を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
の
観
点

か
ら
、
新
潟
薬
科
大
・
新
潟
経
営

大
・
新
潟
中
央
短
大
の
地
元
３
大

学
と
連
携
協
定
を
締
結
、
町
内
の

農
業
・
商
工
業
関
係
者
等
と
の
共

同
事
業
や
地
域
の
魅
力
を
活
か
し

た
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
発
信
。

　市
内
初
の
「
道
の
駅
」。
名
豊

道
路
沿
い
に
位
置
し
、
南
海
ト
ラ

フ
地
震
等
の
災
害
時
に
備
え
る
た

め
「
道
の
駅
」
を
『
豊
橋
市
地
域

防
災
計
画
』
に
位
置
づ
け
、
防
災

活
動
拠
点
と
し
て
太
陽
光
発
電
・

蓄
電
池
・
管
理
装
置
等
の
設
置
と

物
資
の
備
蓄
倉
庫
を
整
備
。
救
援

部
隊
の
合
同
指
揮
本
部
や
一
時
集

結
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の
場
を
提
供

し
、
物
資
提
供
・
後
方
支
援
等
の

拠
点
と
す
る
。

　ま
た
、
産
業
振
興
と
し
て
農
家

と
地
元
企
業
等
が
連
携
し
た
道
の

駅
限
定
お
み
や
げ
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
６
次
産
業
化
）
に
よ
る
地

産
地
消
を
進
め
る
。

たろう（岩手県宮古市）

上野（群馬県上野村）

竜王かがみの里（滋賀県竜王町）

（仮称）までい館（福島県飯舘村）

（仮称）たがみ（新潟県田上町）

（仮称）とよはし（愛知県豊橋市）

宮
古
市

山
本
正
德
市
長

上
野
村

神
田
強
平
村
長

竜
王
町

竹
山
秀
雄
町
長

飯
舘
村

菅
野
典
雄
村
長

田
上
町

佐
藤
邦
義
町
長

豊
橋
市

佐
原
光
一
市
長

周
辺
市
街
地
と
連
携

地
区
と
道
の
駅
が
相
互
に
機
能
補
完

地
区
全
体
を
「
道
の
駅
」
化

高
齢
者
の
交
流
促
進
、
移
住
雇
用
相
談

地
産
品
を
活
用
す
る

地
産
地
消
等
の
「
小
さ
な
拠
点
」

「
土
産
土
法
」
の
ま
ち
づ
く
り
の

実
践
の
場
と
な
る
観
光
振
興
と

農
業
振
興
の
拠
点

「『
ま
で
い
ラ
イ
フ
』
の
村
」

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

村
の
中
央
部
に
整
備
す
る
拠
点
施
設

高
齢
者
の
活
躍
・
交
流
の
場
と
し

大
学
連
携
に
よ
る
町
の
活
性
化

行
政
・
生
活
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
集
積

環
境
に
配
慮
し
て
防
災
活
動

地
産
地
消
促
進
、
広
域
観
光
情
報
の

発
信
等
の
拠
点
と
し
て
整
備

大学連携で学生のアイデアを生かす

新たな救援部隊合同指揮拠点

震災遺構の「たろう観光ホテル」
までい館は、仮設の園児に
も明るい未来を届ける場に

上野の特産イノブタ

笑顔で接客する野菜ソムリエ



2016 年（平成 28 年）３月第 47 号 ４

HOT レーンの料金表示板
（左：SR91、右：I-394）

I-95 HOT レ ー
ンにおける高速
バスの利用

　幹
線
道
路
の
渋
滞
は
道
路
交
通
管
理
者
に
と
っ
て

最
大
の
関
心
事
だ
。
米
国
の
州
間
高
速
道
路
（
イ
ン

タ
ー
ス
テ
ー
ト
・
ハ
イ
ウ
ェ
イ
）
は
無
料
だ
が
、
カ

ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
、
フ
ロ
リ
ダ
州
、
ミ
ネ
ソ
タ
州
等

の
大
都
市
圏
で
は
一
部
区
間
を
有
料
に
し
、
道
路
交

通
を
制
御
し
て
渋
滞
を
緩
和
す
る
Ｈ
Ｏ
Ｔ
レ
ー
ン

（H
igh-occupancy toll lane

）
が
急
速
に
広
が

っ
て
お
り
、
そ
の
話
題
を
紹
介
し
た
い
。

【
走
行
速
度
に
応
じ
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
化
す
る

料
金
】

　Ｈ
Ｏ
Ｔ
レ
ー
ン
料
金
は
多
く
の
場
合
１
時
間
単
位

で
あ
ら
か
じ
め
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
。
最
近
は
Ｈ
Ｏ

Ｔ
レ
ー
ン
の
走
行
速
度
を
常
時
計
測
し
、
数
分
間
隔

で
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
走
行
の
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル

（
走
行
速
度
）
を
維
持
す
る
シ
ス
テ
ム
の
運
用
も
展

開
し
て
い
る
。
ま
さ
に
Ｉ
Ｔ
を
フ
ル
に
活
用
し
た
先

進
的
な
取
り
組
み
と
言
え
る
。

【
料
金
を
事
前
に
分
か
り
や
す
く
表
示
】

　Ｈ
Ｏ
Ｔ
レ
ー
ン
で
は
料
金
を
事
前
に
分
か
り
や
す ３

米の高速で広がる渋滞緩和のレーン
導
す
る
施
策
を
展
開
し
て
い
る
我
が
国
の
交
通
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
策
の
参
考
と
な
る
。

【
高
速
バ
ス
の
利
用
拡
大
】

　所
得
格
差
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
米
国
で
、

Ｈ
Ｏ
Ｔ
レ
ー
ン
は
高
所
得
者
へ
の
優
遇
と
解
釈
さ
れ

る
が
、
車
を
所
有
で
き
な
い
低
所
得
者
層
へ
の
効
用

く
ド
ラ
イ
バ
ー
に
伝
え
る
こ
と
が

重
要
。
Ｈ
Ｏ
Ｔ
レ
ー
ン
へ
の
ア
ク

セ
ス
の
安
全
性
の
観
点
か
ら
、
レ

ー
ン
開
始
区
間
の
分
岐
点
２
マ
イ

ル
（
３
・
２
㌔
）
前
か
ら
料
金
の

予
告
表
示
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

一
般
道
路
か
ら
高
速
道
路
、
或
い

は
環
状
道
路
へ
の
道
路
交
通
を
誘

の
利
潤
で
バ
ス
座
席
シ
ー
ト
を
更
新
し
て
、
さ
ら
に

利
用
客
が
増
え
る
と
い
っ
た
相
乗
効
果
が
現
れ
て
い

る
。

 （
公
益
社
団
法
人
土
木
学
会
専
務
理
事

　
塚
田
幸
広
）

も
現
れ
て
い
る
。
フ
ロ
リ
ダ

の
Ｉ
︱
95
で
は
、
Ｈ
Ｏ
Ｔ
レ

ー
ン
に
よ
り
高
速
バ
ス
の
所

用
時
間
が
安
定
し
、
利
用
者

数
が
３
倍
程
度
増
え
た
。
そ

さんのへ
藤村立夫駅長

　岩手県境に位置し山と緑に囲まれた風

青森県三戸町川守田西張渡 39-1
国道 4 号　TEL.0179-22-0600

光明媚な三戸町は、南部藩の発祥地として 800 年の
歴史を誇っています。三戸城址をイメージする道の
駅は「見どころ」「うまいもの」を楽しめるスペー
スで、三戸せんべい、リンゴジュースなど特産品や
民工芸品、周辺市町村のおみやげ品が満載です。

おびら鰊番屋
角谷亨仙代表取締役

　北北海道、日本海に面したオロロンラ

北海道留萌市小平町鬼鹿広富 48-1
国道 232 号　TEL.0164-56-1828

インルート最大の道の駅。昨春オープンした町観
光交流センターでは、新鮮な海の幸はもちろん、
それを上回る魅力を誇る農産物や黒毛和牛、エゾ
鹿肉、各種加工品等をいっぱい紹介しています。
ニシン漁具展示など歴史文化も学べます。

あさひ
白上奈美店長

　山口市内から萩市街の中間に位置し、

山口県萩市佐々並 2476-1
国道 262 号　 TEL.0838-56-0278

国史跡「萩往還」の休憩所です。伊藤博文公も食
したといわれる佐々並豆腐が有名です。また、徒
歩 5 分のところには国の「重要伝統的建造物群保
存地区」に指定された佐々並市（ささなみいち）
があり、昔の街並みを散策できます。

重点「道の駅」全 38 カ所
主な取組 道府県 市町村 駅名 主な特長

産業振興

岩手県 宮古市 たろう 水産物の直売や 6 次産業化による漁業復興・再生の拠点

茨城県 常陸大宮市 常陸大宮 全国でも生産量の少ない洋野菜の地産地消及びブランド化の推進

山梨県 都留市 （仮称）つる 地域伝統野菜の加工品開発による 6 次産業化

千葉県 旭市 季楽里あさひ 基幹病院等と連携し「医食農同源」をテーマに、豊富な地元農水産物を活用した地産地消の推進

長野県 佐久市 （仮称）さくみなみ 健康長寿をテーマに、健康長寿野菜や健康長寿食の提供による地産地消の推進

富山県 黒部市 （仮称）くろべ 豊かな農産物と希少な海産物を活用した 6 次産業化の拠点

三重県 御浜町 パーク七里御浜 柑橘加工商品の開発と 6 次産業化の推進

滋賀県 長浜市 浅井三姉妹の郷 起業や商品開発をサポートする「チャレンジショップ」の設置による地産地消型産業の振興

京都府 南山城村 （仮称）南山城村 「村で暮らし続けるための仕掛け作り」として、特産品である南山城茶を活用した商品開発

大阪府 河南町 かなん なにわの伝統野菜を使った商品を開発・提供するための施設整備

鳥取県 琴浦町 （仮称）ことうら 隣接する既存の道の駅との機能分担及び連携し、地元特産品を活用した 6 次産業化など地産地消の推進

徳島県 美馬市 （仮称）美馬 地元農林水産物の集出荷システムを活用した産地直売所の設置や地域野菜を活用した 6 次産業化推進

沖縄県 宜野座村 ぎのざ 宜野座エコ農産物や人材資源等を活用し「食育・地産地消活動」の促進

地域福祉

青森県 横浜町 よこはま 周辺施設を活用した、地方創生拠点を形成する自動車専用道路 IC 直結の道の駅

福島県 飯館村 （仮称）までい館 原発災害からの帰村時の日常生活を支える、役場や医療機関等と連携した復興拠点

群馬県 下仁田村 しもにた 買い物困難者への宅配サービス提供、子育てサポート、公共交通バスの結節点化などによる「小さな拠点」の
形成

新潟県 田上町 （仮称）たがみ 道の駅周辺に公共サービスと生活サービス機能を集約。道の駅と集落地域等を結ぶ公共交通・宅配サービスの
導入

長野県 阿南町 信州新野千石平 高齢者への宅配サービスを通じた買物支援や安否確認、町民バスと連携した中山間地の生活支援

岐阜県 郡上市 明宝 NPO と連携した日用品の配達及び生活支援サービスによる高齢者支援

岐阜県 下呂市 飛騨金山ぬく森の里温泉 病院・老人福祉施設等の地域福祉機能等の集約、コミュニティバスや高齢者宅配サービス等による小さな拠点機能の
向上

奈良県 葛城市 （仮称）かつらぎ 高齢者の交通手段確保のためのコミュニティ―バス運行、ICT を活用した買い物支援

山口県 周南市 ソレーネ周南 高齢者の相談窓口の設置、バス停の整備による、地域住民のサポート体制の構築

福岡県 八女市 たちばな 地域福祉の向上と地域住民の安全安心な地域コニュニティ再生による行政サテライト機能の充実

長崎県 東彼杵町 彼杵の荘 障害者支援施設が行う移動販売車による買物支援と農産物の集荷・販売システムの確立

交通結節点

北海道 士幌町 ピア 21 しほろ 長距離バス、路線バス、地域コミュニティーバスの結節点として機能

福井県 小浜市 若狭おばま 交通結節点機能強化（バスターミナル機能拡張、パーク＆ライド）による観光促進

三重県 大台町 奥伊勢おおだい JR、高速バス、路線バスの結節点における行政、文化、、観光、医療サービス拠点の形成

宮崎県 延岡市 北川はゆま コミュニティバスの乗入れや高速バスストップの設置、パーク＆ライド機能を備えた乗継拠点

防災 愛知県 豊橋市 （仮称）とよはし 南海トラフ地震等に備えた防災活動拠点

観光総合窓口
福井県 勝山市 （仮称）恐竜渓谷ジオパーク 県立恐竜博物館等を活かした観光・交流拠点。コミュニティーバスによる周遊観光

京都府 京丹後市 丹後王国食のみやこ 丹後地域の観光資源、地域食材等を紹介する観光等総合窓口

インバウンド
観光 秋田県 能代市 ふたつい 世界遺産「白神山地」の玄関口として、多言語化に対応したインバウンド観光案内所（スタッフ・ガイド）を

配置

地方移住等促進

北海道 厚沢部町 あっさぶ 日本版 CCRC との連携により高齢者移住や、新規就農による移住・定住促進に向けた情報発信や総合案内

群馬県 上野村 上野 移住窓口を設置するなど道の駅を中心に移住・雇用対策を展開

香川県 三豊市 たからだの里さいた 道の駅の観光ポテンシャルを活かした移住促進（移住コンシェルジュによる相談窓口設置、移住体験ツアー開催等）

熊本県 阿蘇市 阿蘇 消防署、医療センター等と連携した「小さな拠点」の形成。空き家バンク制度を活用し、移住定住等を促進

交流・連携
滋賀県 竜王町 竜王かがみの里・

アグリパーク竜王 土産土法の取組を 2 駅（集客力のある駅と農業生産力のある駅）連携で推進

広島県
島根県

三次、雲南市
飯南町

国道 54 号沿線「道の
駅」

自動車道の開通により交通量が減少した国道 54 号沿線の 4 つの道の駅の相互連携による、地域の暮らしを持続的
に支える環境構築
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車
座
ふ
る
さ
と
ト
ー
ク
に
参
加
し

た
人
た
ち=

前
列
中
央
が
土
井

亨
国
交
副
大
臣

大谷海岸の現地視察をする駅長会議の参加者

駅長会議では各駅自慢の産品も披露

副
大
臣
と
車
座
ト
ー
ク

復
興
支
え
た
東
北
連
携

栃
木
・
茂
木
町
で
「
道
の
駅
と
地
域
の
活
性
化
」
議
論

　

６
月
に
『
東
北
６
県
「
道
の
駅
」
ま
る
ご
と
フ
ェ
ス
タ
』

　地
方
創
生
の
拠
点
と
し
て
「
道

の
駅
」
に
注
目
が
集
ま
る
な
か
、

大
臣
や
副
大
臣
が
地
方
に
出
向
い

て
、
地
元
の
人
た
ち
と
膝
を
交
え

て
話
し
合
う
「
車
座
ふ
る
さ
と
ト

ー
ク
」
が
１
月
、「
道
の
駅
と
地

域
の
活
性
化
」
を
テ
ー
マ
に
栃
木

県
茂
木
町
で
開
か
れ
た
。

　政
府
代
表
と
し
て
同
町
を
訪
れ

た
の
は
道
の
駅
を
所
管
す
る
国
土

交
通
省
の
土
井
亨
副
大
臣
。
地
元

か
ら
は
道
の
駅
「
も
て
ぎ
」
の
野

菜
直
売
所
の
店
長
や
野
菜
を
出
荷

し
て
い
る
農
家
の
代
表
、
商
工
関

係
者
ら
計
10
人
が
参
加
し
、
道
の

駅
へ
の
思
い
や
国
の
支
援
に
対
す

る
期
待
を
語
っ
た
。

　「売
り
上
げ
は
順
調
で
、
４
年

前
に
は
都
会
に
出
て
い
た
息
子
も

茂
木
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
」
と
笑

顔
で
話
し
た
の
は
、
夫
と
２
人
で

育
て
た
ダ
イ
コ
ン
、
カ
ブ
、
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
な
ど
を
直
売
所
に
持
ち

込
ん
で
い
る
小
林
ナ
ミ
子
さ
ん

（
71
）。

　「も
て
ぎ
」
の
年
間
来
場
者
は

約
１
６
０
万
人
。
そ
の
多
く
が
、

採
れ
た
て
の
季
節
の
野
菜
や
果

物
、
地
元
特
産
の
ユ
ズ
で
作
っ
た

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
や
ジ
ャ
ム
な
ど
、

「
こ
こ
で
し
か
買
え
な
い
商
品
」

を
旅
の
お
土
産
と
し
て
買
っ
て
帰

る
。

はちもり
鎌田義和駅長

　秋田県の日本海側最北端にある八峰町

秋田県八峰町八森乙の水 72-4
国道 101 号　TEL.0185-78-2300

は自然に恵まれ、ハタハタが町のシンボル。世界
自然遺産の白神山地に源を発する駅内の湧水は昔、
津軽の殿様が参勤交代中に飲んで感激した縁で「お
殿水」と呼ばれています。白神山地登山の拠点で、
付近には温泉、海水浴場など観光ポイントも。

蒜山高原
西野幸二駅長

　休憩室、情報コーナー、高原散策に

岡山県真庭市蒜山富山根694-129
県道422号　TEL.0867-66-7018

便利な自転車の貸し出しがあります。敷地内にホ
テル蒜山ヒルズが隣接しています。このホテルは
27年 8月、公共の宿として全国で初めてミキハ
ウス子育て総研「ウエルカムベビーの宿」認定を
受け、お子様連れの旅をサポートしています。

美山ふれあい広場
小島和幸駅長

　かやぶき民家の数多く残る美山町は

京都府南丹市美山町安掛下 23
国道 162 号　TEL.0771-75-0190

日本の原風景で、「小さな拠点」のモデルとして
観光客が集まるようになりました。道の駅では
西の鯖街道ゆかりの鯖寿司、地域ブランドの牛
乳や平飼卵、各種手作り加工品が人気で、テン
ト販売によるマルシェも随時開催しています。

　東
日
本
大
震
災
で
甚
大
被
害
を

受
け
た
岩
手
、
宮
城
、
福
島
３
県

を
は
じ
め
と
す
る
東
北
地
方
。
道

の
駅
で
も
、岩
手
県
の
「
み
や
こ
」

こ
に
し
か
な
い
独
自
の
開
発
商
品

な
ど
を
持
ち
寄
っ
て
販
売
し
、
各

地
の
道
の
駅
を
Ｐ
Ｒ
し
て
観
光
客

ら
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

　昨
年
11
月
に
宮
城
県
気
仙
沼
市

で
開
い
た
東
北
「
道
の
駅
」
連
絡

会
駅
長
会
議
で
は
、
情
報
交
換
や

討
論
を
し
た
翌
日
に「
大
谷
海
岸
」

の
現
地
視
察
を
す
る
な
ど
、
積
極

的
に
活
動
し
て
い
る
。

　東
北
「
道
の
駅
」
連
絡
会
が
調

整
や
連
絡
を
受
け
持
っ
て
い
る
ほ

か
、
各
県
の
「
道
の
駅
」
連
絡
会

も
独
自
に
活
動
を
続
け
て
お
り
、

例
え
ば
山
形
県
「
道
の
駅
」
連
絡

会
は
定
期
的
に
駅
長
会
議
を
開
催

し
、
情
報
共
有
の
「
駅
長
会
議
レ

ポ
ー
ト
」
を
定
期
発
行
。「
理
想

の
道
の
駅
像
」
に
近
づ
く
た
め
の

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
実
施
時
期
や
実
施
主
体
も
検

討
し
て
「
や
ま
が
た
『
道
（
未
知
）

の
駅
』
づ
く
り
計
画
書
」
も
作
成

す
る
な
ど
、
連
携
し
て
地
域
の
発

展
に
情
熱
を
傾
け
て
い
る
。

　「遠
慮
せ
ず
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん

に
お
話
し
く
だ
さ
い
」。
土
井
副

大
臣
の
呼
び
か
け
に
、
小
林
さ
ん

は
「
売
り
場
の
ス
ペ
ー
ス
や
納
品

の
車
を
と
め
る
ス
ペ
ー
ス
が
も
う

少
し
広
い
と
い
い
の
で
す
が
…
」

と
語
り
、
首
都
圏
な
ど
か
ら
訪
れ

る
観
光
客
に
、
丹
精
込
め
た
野
菜

や
果
物
を
少
し
で
も
多
く
直
接
販

売
す
る
こ
と
で
収
入
増
を
目
指
す

地
元
生
産
者
の
思
い
を
代
弁
し

た
。　地

域
の
ナ
マ
の
声
に
接
し
た
土

井
副
大
臣
は
「
か
つ
て
は
ド
ラ
イ

バ
ー
の
休
憩
所
と
し
て
の
役
割
が

大
き
か
っ
た
道
の
駅
が
、
今
や
地

方
創
生
の
最
前
線
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
」

と
話
し
て
い
た

「
高
田
松
原
」、
宮
城
県
の
「
大
谷

海
岸
」、
福
島
県
の
「
よ
つ
く
ら

港
」「
な
ら
は
」
な
ど
は
壊
滅
的

被
害
を
受
け
た
。
復
興
を
支
え
た

の
は
、
全
国
の
道
の
駅
、
と
り
わ

け
東
北
６
県
の
道
の
駅
の
連
携
だ

っ
た
。
そ
の
後
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
生
か
し
、結
束
を
強
め
て
い
る
。

　東
北
各
駅
の
駅
長
さ
ん
た
ち

は
、
定
期
的
に
駅
長
会
議
を
開
い

て
意
見
交
換
し
た
り
、
情
報
を
共

有
し
切
磋
琢
磨
し
て
道
の
駅
の
発

展
に
努
め
て
お
り
、
そ
の
努
力
の

結
実
と
し
て
６
月
15
～
16
日
、
仙

台
市
役
所
前
の
勾
当
台
公
園
市
民

広
場
で
『
東
北
６
県
「
道
の
駅
」

ま
る
ご
と
フ
ェ
ス
タ
』
を
開
催
し

よ
う
と
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
特
徴
は
、
道

の
駅
の
現
場
に
精
通
し
て
い
る
駅

長
さ
ん
た
ち
が
発
案
し
、
連
携
し

て
開
催
を
目
指
し
て
い
る
こ
と

だ
。
復
興
に
支
援
を
頂
い
た
方
々

に
感
謝
し
、
元
気
な
姿
を
見
て
も

ら
お
う
と
、
東
北
６
県
の
各
駅
が

地
元
な
ら
で
は
の
特
産
品
や
、
そ

5
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わが国、国土への働きかけの歴史⑫列島保全への課題

社会資本の計画的整備ができない時代に

大
海
嘯
記
念
碑

　岩
手
県
大
船
渡
市
末
崎
町

　１
９
９
８
年
（
平
成
10
年
）
に

最
後
の
全
国
総
合
開
発
計
画
と
な

っ
た
「
五
全
総
」
が
ま
と
め
ら
れ

た
。
背
景
に
は
、
地
球
環
境
問
題

へ
の
関
心
の
高
ま
り
に
加
え
、
ア

ジ
ア
諸
国
の
台
頭
が
あ
っ
た
。
ア

ジ
ア
諸
国
と
の
交
流
連
携
を
考
え

ず
に
、
わ
が
国
の
国
土
計
画
は
な

し
得
な
い
と
い
う
認
識
の
始
ま
り

で
あ
る
。
同
時
に
、
概
ね
10
年
～

15
年
後
あ
た
り
を
見
通
す
全
総
計

画
の
中
で
、
五
全
総
は
計
画
期
間

内
の
将
来
に
人
口
が
減
少
し
、
少

子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
こ
と
を

は
っ
き
り
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
最
初
の
計
画
と
な
っ
た
。

　95
年
（
平
成
７
年
）
に
は
、
生

産
年
齢
人
口
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
。

五
全
総
の
時
代
は
生
産
年
齢
人
口

の
減
少
だ
け
で
な
く
総
人
口
も
減

少
す
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
時

代
で
あ
り
、
わ
が
国
が
用
意
し
て

い
た
経
済
フ
レ
ー
ム
等
が
大
き
く

変
化
す
る
時
代
の
序
章
で
も
あ
っ

た
。
こ
の
頃
か
ら
高
度
情
報
化
時

代
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　五
全
総
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
多

軸
型
国
土
構
造
」
と
「
連
携
社

会
」
で
あ
る
。
打
ち
出
し
た
イ
メ

ー
ジ
は
、
疲
弊
す
る
中
山
間
地
域

等
を
多
自
然
居
住
地
域
と
し
て
創

造
し
、
大
都
市
空
間
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
（
再
構
築
）
し
、
国
土
全

体
を
多
軸
の
国
土
軸
と
い
く
つ
も

の
地
域
連
携
軸
か
ら
な
る
地
域
連

携
の
ま
と
ま
り
と
し
て
考
え
、
ブ

ロ
ッ
ク
圏
を
広
域
的
な
国
際
交
流

を
そ
れ
ぞ
れ
が
担
う
広
域
国
際
交

流
圏
と
し
て
と
ら
え
て
い
こ
う
と

い
う
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
を
「
二

一
世
紀
の
国
土
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
」
と
し
て
提
示
し
た
の
だ
。

交
流
か
ら
地
域
連
携
へ

　四
全
総
の
「
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
は
五
全
総
の
「
地
域
連
携
」

へ
と
変
化
し
た
。「
交
流
と
連
携
」

と
い
う
よ
う
に
よ
く
並
列
で
語
ら

れ
る
が
、
二
語
の
間
に
は
大
き
な

違
い
が
あ
る
。
地
域
が
連
携
す
る

に
は
主
体
と
し
て
の
自
覚
が
不
可

欠
な
の
に
対
し
、
交
流
に
は
そ
の

ニ
ュ
ア
ン
ス
が
な
い
こ
と
だ
。

　人
口
減
少
時
代
に
は
、
Ａ
町
と

Ｂ
町
が
そ
れ
ぞ
れ
に
図
書
館
や
体

育
施
設
な
ど
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
を

用
意
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な

る
。
フ
ル
セ
ッ
ト
で
用
意
す
る
の

は
無
理
だ
か
ら
、
互
い
が
役
割
を

分
担
し
て
連
携
し
よ
う
と
す
る

と
、
地
域
の
自
然
特
性
や
歴
史
性

な
ど
を
考
え
、
Ａ
町
は
何
を
受
け

持
ち
、
何
を
Ｂ
町
に
依
存
す
る
か

と
い
っ
た
主
体
的
な
判
断
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、

「
地
域
連
携
」
は
、
地
域
の
主
体

　岩
手
県
大
船
渡
市
末
崎
町
中

森
泊
里
地
区
の
麟
祥
寺
に
３
基

の
津
波
石
碑
が
建
つ
。
記
念
碑

と
弔
魂
碑
、
慰
霊
塔
で
、
明
治

三
陸
地
震
津
波
の
教
訓
を
伝
え

る
災
害
の
記
録
の
ほ
か
、
慰
霊

塔
に
は
慶
長
年
間
か
ら
昭
和
ま

で
の
津
波
の
歴
史
を
刻
む
。
生

々
し
い
津
波
の
猛
威
を
今
に
伝

え
る
碑
文
を
紹
介
す
る
。

【
海
嘯
記
念
碑
】

　恐
ろ
し
き
大
海
嘯
の
我
が
三

陸
の
海
岸
を
襲
い
し
は
明
治
二

十
九
年
六
月
十
五
日
旧
暦
五
月

五
日
の
午
後
八
時
頃
な
り
き
。

こ
の
日
終
日
曇
天
、
午
後
は
殊

08
年
（
平
成
20
年
）
７
月
に
、
広

域
地
方
計
画
は
09
年
８
月
に
そ
れ

ぞ
れ
決
定
さ
れ
た
。

　全
国
計
画
は
15
年（
平
成
27
年
）

８
月
に
更
新
さ
れ
、
本
計
画
で
は

国
土
の
基
本
構
想
と
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
が
個
性
を
磨
き
、
異

な
る
個
性
を
持
つ
各
地
域
が
連
携

す
る
こ
と
に
よ
り
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
創
出
を
促
す
「
対
流
促
進
型

国
土
」の
形
成
を
図
る
こ
と
と
し
、

実
現
の
た
め
の
国
土
構
造
と
し
て

「
コ
ン
パ
ク
ト
＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
形
成
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

東
ア
ジ
ア
の
台
頭
と	

	

わ
が
国
土
の
相
対
的
劣
化

　社
会
資
本
の
計
画
的
整
備
（
重

点
投
資
）
が
で
き
な
く
な
っ
て
い

く
の
と
並
行
し
て
、
東
ア
ジ
ア
で

は
国
家
集
中
と
も
い
え
る
ほ
ど
の

重
点
投
資
を
行
う
こ
と
で
、
国
を

代
表
す
る
空
港
・
港
湾
の
整
備
と

そ
れ
ら
を
連
結
す
る
高
速
道
路
等

６

本著では日本の国土の
地形的・社会的特徴や国
土への働きかけの歴史が
明らかにされています。
日本人は今、何を考える
べきか、に気づくことの
出来る好著。

国土と日本人
災害大国の生き方

大石久和著

書

意
識
を
促
す
時
代
を
先
取
り
し
た

考
え
で
あ
っ
た
。

　五
全
総
の
時
代
の
２
０
０
０
年

（
平
成
12
年
）
３
月
、
四
国
の
県

庁
所
在
地
が
高
速
道
路
で
結
ば
れ

た
。
そ
れ
ま
で
４
県
の
知
事
が
会

合
す
る
の
に
一
番
便
利
な
の
は
空

路
で
大
阪
に
集
ま
る
こ
と
と
い
わ

れ
た
が
、
そ
ん
な
不
便
が
解
消
し

た
。
こ
の
時
期
完
成
し
た
も
の
で

は
05
年
の
中
部
国
際
空
港
が
最
大

の
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
る
。

開
発
か
ら
国
土
形
成
計
画
へ

　全
国
総
合
開
発
計
画
は
五
全
総

が
最
後
と
な
っ
た
。
開
発
な
ど
と

い
う
時
代
で
は
な
い
と
か
、
地
方

分
権
時
代
に
国
の
計
画
だ
け
が
あ

る
の
は
お
か
し
い
な
ど
と
指
摘
さ

れ
、
全
総
が
各
種
社
会
資
本
整
備

の
計
画
的
な
支
え
の
役
割
を
果
た

し
て
き
た
こ
と
が
、
否
定
的
に
と

ら
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　全
総
は
国
土
形
成
計
画
と
し
て

引
き
継
が
れ
、
う
ち
全
国
計
画
は

碑い
し
ぶ
みの
記
憶
⑨

に
濃
霧
深
く
小
雨
さ
へ
混
じ
り

夜
は
月
な
く
陰
闇
の
気
物
凄
き

程
な
り
。
折
し
も
遠
雷
の
響
に

つ
れ
て
怒
濤
澎
湃
。
す
は
と
言

う
間
も
何
ら
せ
ず
萬
雷
地
軸
を

挫
い
て
我
が
村
は
数
十
尺
の
高

浪
に
浸
さ
れ
た
り
。
こ
の
日
は

あ
た
か
も
端
午
の
節
句
か
つ
田

植
の
頃
と
て
他
へ
嫁
い
で
る
者

も
帰
り
一
家
皆
打
揃
う
。
此
の

危
急
の
災
害
誰
か
は
免
る
べ

き
。
親
は
子
を
夫
は
妻
を
助
く

る
間
な
く
相
率
い
て
失
い
ぬ
。

浪
は
僅
か
に
五
分
ば
か
り
に
て

退
け
ば
樹
は
拔
か
れ
家
は
流
さ

れ
、
滿
目
惨
憺
。
後
数
日
海
底

に
沈
み
し
死
骸
累
々
と
し
て
現

る
。
既
に
腐
敗
し
て
性
別
の
つ

か
ぬ
も
あ
り
。
見
も
知
ら
ぬ
他

村
の
も
の
あ
り
。
流
失
し
て
影

さ
へ
留
め
ぬ
も
あ
り
。
か
く
て

数
う
れ
ば
我
が
泊
里
の
分
、
溺

全
国
総
合
開
発
計
画
は
五
全
総
が
最
後
に

０
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
の
コ
ン
テ
ナ
が
取
り

扱
え
る
港
湾
が
な
い
と
い
っ
た
状

況
に
日
本
は
な
っ
て
い
る
。
い
く

つ
か
の
港
湾
が
連
携
し
て
国
際
競

争
に
備
え
る
と
い
う
考
え
方
も
あ

っ
て
よ
い
が
、
大
水
深
港
湾
を
持

た
な
か
っ
た
り
、
国
内
輸
送
と
海

外
輸
送
を
連
携
さ
せ
る
港
湾
・
空

港
を
持
た
な
い
と
い
っ
た
こ
と

は
、
わ
が
国
の
経
済
的
な
競
争
力

と
い
う
点
で
極
め
て
大
き
な
ハ
ン

デ
ィ
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

出 典：Containerisation International Yearbook1982、
Containerisation International September 2011、March 2012 を
もとに国土交通省港湾局作成 

３
基
の
う
ち
の
海
嘯
記
念
碑

東アジア主要港のコンテナ取扱量

死
２
６
１
、
各
流
失
家
屋
57
戸

な
り
。
あ
あ
痛
ま
し
く
も
恐
し

い
か
な
。（
後
略
）

参
考
：
国
交
省
東
北
地
方
整
備

局
道
路
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
津

波
被
害
・
津
波
石
碑
情
報
ア
ー

カ
イ
ブ
」

の
整
備
が
進
ん
だ
。
日
本
と

ア
ジ
ア
各
国
の
間
に
圧
倒
的

な
経
済
力
の
差
が
あ
る
う
ち

は
旧
来
の
考
え
方
で
も
ア
ジ

ア
各
国
の
イ
ン
フ
ラ
に
劣
後

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

中
国
や
韓
国
な
ど
が
経
済
力

を
つ
け
て
重
点
投
資
を
続
け

た
た
め
、
今
日
、
空
港
・
港

湾
な
ど
の
整
備
で
は
、
中
国

や
韓
国
に
大
き
な
差
を
つ
け

ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

　例
え
ば
、
こ
れ
だ
け
の
経

済
力
が
あ
る
国
な
の
に
、
３

５
０
０
㍍
級
の
滑
走
路
が
４

本
あ
る
空
港
が
一
つ
も
な
い

と
か
、
１
０
０
０
～
２
０
０

スパ羅漢
西本眞治駅長

　自然に囲まれた露天風呂、うたせ湯、

広島県廿日市市飯山 21-5
国道 186 号  TEL.0829-72-2221

サウナなどアメニティあふれる天然温泉でリフ
レッシュしてください。「心もおなかもいっぱい」
がテーマのレストランではすっぽん鍋、地元「き
なり鶏」を使った究極の親子丼、物産館ではわさ
び葉漬や宮島細工の木工品が人気です。

林林館
熊谷信駅長

　北上川と北上山地の恵みを受ける山里

宮城県登米市東和町米川六反 33-1
国道 346 号　TEL.0220-45-1218

にあり、地元木材をふんだんに使った温もりあふ
れる駅。源氏ボタルのふるさとが育てた美味しく、
安全安心なものを豊富に取り揃えています。山で
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池田
大出美晴取締役 COO

　ハーブの生産や普及に力を入れてお

長野県池田町会染 6330-1
県道 51 号　TEL.0261-62-6200
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　国
土
に
働
き
か
け
る
努
力
を
先
人
た
ち
が
行
っ
て
き
て
く
れ
た

お
か
げ
で
、
私
た
ち
は
国
土
か
ら
生
活
の
安
全
性
や
利
便
性
を
得

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
森
林
、
田
畑
、
河
川
、
水
道
、
道
路
、

鉄
道
な
ど
、国
土
へ
の
働
き
か
け
の
歴
史
と
そ
の
恩
恵
の
も
と
に
、

私
た
ち
は
暮
ら
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
当
た
り
前
の
事

実
を
、
普
段
、
私
た
ち
が
意
識
す
る
こ
と
は
な
い
。「
当
た
り
前
」

で
あ
る
が
故
に
、
口
に
出
し
て
人
に
説
明
す
る
こ
と
も
な
い
。
一

方
で
、イ
ン
フ
ラ
整
備
（
公
共
事
業
）
の
必
要
性
と
そ
の
効
果
を
、

十
分
に
理
解
し
て
い
な
い
人
も
少
な
く
な
い
よ
う
に
思
う
。
国
土

へ
の
働
き
か
け
の
経
緯
と
成
果
を
、
わ
が
国
の
歴
史
教
科
書
で
は

ど
の
よ
う
に
取
り
扱
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　現
行
の
中
学
校
の
社
会
科
（
歴

史
的
分
野
）
教
科
書
は
、
国
土
へ

の
働
き
か
け
の
歴
史
に
つ
い
て
、

次
の
事
項
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

　原
始
か
ら
古
代
の
時
代
区
分
で

は
、
他
の
時
代
区
分
に
比
べ
、
ま

た
当
該
時
代
区
分
の
全
体
記
述
量

に
比
べ
て
、
国
土
へ
の
働
き
か
け

に
関
す
る
記
述
量
は
多
い
。

　植
物
栽
培
の
開
始【
縄
文
時
代
】

／
灌
漑
用
水
路
の
整
備
と
水
田
稲

作
の
拡
大
【
弥
生
時
代
】
／
古
墳

建
設
と
大
和
朝
廷
の
国
力
【
古
墳

時
代
】
／
渡
来
人
が
伝
え
た
土
木

技
術
（
た
め
池
造
成
な
ど
）【
５

世
紀
頃
】
／
太
宰
府
防
衛
と
大
野

城
・
水
城
の
建
設
【
７
世
紀
】
／

平
城
京
の
建
設
、
中
央
と
地
方
を

結
ぶ
幹
線
道
路
（
七
道
）
の
整
備
、

土
地
開
墾
と
墾
田
永
年
私
財
法
、

行
基
に
よ
る
橋
や
用
水
路
の
整
備

【
以
上
奈
良
時
代
】
／
土
地
開
墾

と
荘
園
【
平
安
時
代
】

な
ど
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。

　中
近
世
で
は
、

　平
清
盛
に
よ
る
大
輪
田
泊
整
備

と
日
宋
貿
易
【
平
安
時
代
末
期
】

／
農
業
の
発
達
（
二
毛
作
・
牛
馬

耕
・
用
水
技
術
）、
交
通
の
発
達

（
馬
借
・
車
借
・
問
丸
）【
以
上
鎌

倉
・
室
町
時
代
】
／
戦
国
大
名
に

よ
る
国
造
り
【
戦
国
～
安
土
桃
山

時
代
】
／
河
川
改
修
・
新
田
開
発

と
耕
地
面
積
の
倍
増
、
五
街
道
の

整
備
、
内
航
航
路
（
西
廻
り
航
路

・
東
廻
り
航
路
・
河
川
水
運
）
の

開
設
【
以
上
江
戸
時
代
】

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　戦
国
大
名
に
よ
る
国
造
り
で

は
、
信
玄
堤
（
武
田
信
玄
に
よ
り

築
か
れ
た
霞
堤
（
か
す
み
て
い
）

と
呼
ば
れ
る
河
川
堤
防
）
を
コ
ラ

ム
で
取
り
上
げ
る
教
科
書
が
少
な

く
な
い
が
、
こ
の
時
代
、
全
国
の

戦
国
大
名
が
治
水
・
灌
漑
・
交
通

路
整
備
に
力
を
注
い
だ
。

　肥
後
国
を
治
め
た
加
藤
清
正
も

そ
の
一
人
で
、
清
正
公
は
、
暴
れ

川
と
言
わ
れ
何
度
も
熊
本
城
下
を

襲
っ
た
白
川
や
緑
川
に
堰
を
築

き
、
井
手
（
用
水
路
）
を
掘
る
な

ど
し
て
広
大
な
穀
倉
地
帯
を
つ
く

っ
た
。
大
津
街
道
な
ど
道
づ
く
り

に
も
力
を
注
ぎ
、
今
の
熊
本
の
い

し
ず
え
と
な
っ
て
い
る
。

　近
代
以
降
で
は
、

　鉄
道
の
開
通
、電
信
網
の
整
備
、

港
や
道
路
の
建
設
、
全
国
鉄
道
網

の
整
備
と
国
有
化
、
国
内
・
外
国

航
路
の
開
設
、
北
海
道
開
拓
、
水

力
発
電
所
の
建
設
【
以
上
明
治
時

代
】／
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
の
普
及
、

市
電
・
郊
外
電
車
・
地
下
鉄
・
タ

ー
ミ
ナ
ル
駅
の
整
備
【
以
上
大
正

～
昭
和
時
代
初
期
】

　が
採
録
さ
れ
て
い
る
が
、
現

代
（
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
）
に

つ
い
て
は
、
東
海
道
新
幹
線
、
高

速
道
路
整
備
、
宅
地
開
発
、
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
開
発
と
い
っ
た
言
葉
が

教
科
書
本
文
に
散
り
ば
め
ら
れ
て

い
る
程
度
で
、
国
土
へ
の
働
き
か

け
に
関
す
る
記
述
は
極
め
て
少
な

い
。　戦

災
か
ら
の
復
興
（
名
古
屋
市

や
広
島
市
に
あ
る
１
０
０
㍍
道
路

の
整
備
な
ど
）
／
枕
崎
台
風
・
カ

ス
リ
ー
ン
台
風
・
ア
イ
オ
ン
台
風

・
伊
勢
湾
台
風
と
い
っ
た
風
水
害

と
の
闘
い
／
数
次
に
わ
た
る
全
国

総
合
開
発
計
画
に
も
と
づ
く
国
土

造
り
（
６
面
参
照
）
／
道
路
整
備

と
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展

に
よ
る
経
済
成
長
な
ど
、
教
科
書

に
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
国
土
へ

の
働
き
か
け
の
歴
史
が
第
二
次
世

界
大
戦
以
降
に
は
沢
山
あ
る
。

　自
然
災
害
大
国
で
あ
る
に
も
関

　新幹線の開業にともなって、JRの青春 18き
っぷが使いにくくなってきたというニュースに
接し、やや郷愁ともいえる念を抱くのは、かつ
てその切符を購入し、あてもなく情に任せきり
の旅を享受した身であったからなのでしょう。
　近年、「ツーリズム」という言葉が耳慣れて
きました。エコツーリズムやグリーンツーリズ
ムにはじまり、土木建造物などを巡るインフラ
ツーリズムといった新しいカテゴリーも生まれ
ています。
　「ツーリズム」を直接に日本語とするのは難
しいのですが、旅の概念である「ツアー」の派

生で、語尾に「ズム」と付くように、ある目的
や主義を明確にした旅といえるのでしょう。エ
コやグリーンなど、核となるテーマに沿って日
常では感得しにくい見学・体験をするツーリズ
ムは、世界的にも人気です。時代のスタイルが
「ツアー」から「ツーリズム」へと変化してきた、
と言えましょう。
　では、道の駅とツーリズム、それに連動する
道は結びつくのでしょうか。道の駅が目的志向
型にはなりにくいスタイルなのか、それとも革
新的な「ツーリズム」を宿しているのかは、ま
だ解が見出されていない命題ともいえます。
　カギを握るのは情報発信だけではありませ
ん。集積される情報のデータ統合（インフォマ
ティクス）が重要になり、マーケティングとも
結びつけることが肝要になってくると思われま
す。

シリーズ「国土教育」 国土への働きかけの経緯と成果…歴史教科書の取り上げ方

戦後インフラ教育の充実を！

を
核
と
す
る
歴
史
教
科
書
で
は
、

国
土
形
成
の
歴
史
や
、
イ
ン
フ
ラ

の
役
割
や
効
果
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
携
わ
っ
て
き
た
人
々
の
苦
労
な

ど
は
、
教
科
書
全
体
の
中
に
散
見

さ
れ
る
程
度
の
記
述
量
で
、
こ
れ

ら
を
体
系
的
に
学
習
す
る
こ
と
は

難
し
い
。

　日
本
人
の
国
土
へ
の
働
き
か
け

の
歴
史
、
わ
が
国
の
自
然
災
害
の

歴
史
は
、
大
石
久
和
著
『
国
土
と

日
本
人
』（
６
面
参
照
）
に
体
系

的
に
と
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の

で
、
今
後
の
歴
史
教
科
書
へ
の
活

用
を
期
待
し
た
い
。（
国
土
学
ア

ナ
リ
ス
ト

　森
田
康
夫
）

７

国道愛好家
� 松波成行

鵜の瀬堰（加藤清正公が
手掛けた緑川の治水工事）

中学校の社会科（歴史的分野）教科書

説
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
。

　歴
史
上
の
著
名
な
人
物
や
文
化

遺
産
等
を
主
人
公
と
す
る
「
政
治

史
・
人
物
史
」「
事
件
・
出
来
事
史
」

新しい中学歴史教科書の特徴
●いずれの教科書も、歴史上の著名な人物や文化遺産等を主人公
とする「政治史・人物史」「事件・出来事史」となっているため、
国土形成の歴史やインフラの役割や効果、インフラ整備に携わっ
てきた人々の苦労などを体系的に学習することは難しい。
●現代（戦後）のインフラ整備に関する記述が極めて少ない
●テーマ（発展）学習やコラムには、興味深い学習内容もある。

▼信玄堤（帝国書院、清水書院、育鵬社）
▼宝暦治水にみる水とのたたかい（帝国書院）
▼日本の衛生行政の始まり－長与専斎（日本文教出版）
▼お雇い外国人（育鵬社）
▼八田輿一（育鵬社、自由社）など

わ
ら
ず
、
教

科
書
に
は
歴

史
的
規
模
の

大
地
震
や
風

水
害
で
さ
え

ほ
と
ん
ど
採

録
さ
れ
て
お

ら
ず
、
そ
れ

ら
が
わ
が
国

の
歴
史
に
与

え
た
影
響
に

つ
い
て
、
解

種山ヶ原
松田栄駅長

　種山ヶ原は宮沢賢治が愛し「風の又

岩手県住田町世田米子飼沢 30-39
国道 397 号　TEL.0197-38-2215

三郎」にも登場する高原で、国道北側の広大な森
林公園にも賢治作品をモチーフにした遊歩道が整
備されています。物産館では、地元の清流鶏を加
工した辛味鶏や味付ハラミ、麹なんばんなどの地
元加工品、山菜など山の恵みが人気商品です。

朝霧高原
志村正信支配人

　富士山を背に、朝霧高原の標高900

静岡県富士宮市根原宝山 492-14
国道 139 号　TEL.0544-52-2230

㍍に位置しています。高原の牛乳ソフトやハムな
どの肉加工品が人気です。レストランではヨーグ
ル豚と採りたて葱を使用した肉丼や手作りハン
バーグが好評。地元農家の野菜は土作りからこだ
わって生産･販売するよう努めています。

湯の香しおばら
君島浩子販売担当

　春は新緑、秋は紅葉と四季折々に渓

栃木県那須塩原市関谷 442
国道 400 号　TEL.0287-35-4401

谷が彩を深める塩原温泉郷の玄関口にあります。
お土産コーナーでは切り干し大根を煮た具が入っ
ている切り干し大根まんじゅう、直売所では塩原
高原大根、レストランでは地粉「那須の秋そば」
を使用した手打ちそばをぜひご賞味ください。
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基調講演をする石
田東生筑波大教授

復興のカギ握る「道」と「道の駅」
産
業
と
暮
ら
し
建
て
直
し
が
今
後
の
課
題

後
方
支
援
活
動
を
全
国
に
発
信

観
光
と
防
災
教
育
の
拠
点
を

地
域
連
携
が
未
来
を
拓
く　

   

被
災
地
に
寄
り
添
う
街
づ
く
り
の
技
術
者
た
ち

３
月
10
日
に
大
阪
で
道
の
駅
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
復
興
か
ら
飛
躍
へ
！
今
後
必
要
な
施
策
は
何
か
」

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

基
調
講
演

震
災
５
年
「
被
災
地
の
未
来
を
考
え
る
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

筑
波
大
学
シ
ス
テ
ム
情
報
工
学
研
究
科
教
授　

 

石
田
東
生
氏　

　

東
日
本
大
震
災
の
復
興
の
歩
み
と
被
災
地
の
今
後
の
課
題
を
語
り
合
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
震
災
５
年

と
被
災
地
域
の
未
来
を
考
え
る
」（
読
売
新
聞
社
主
催
、
国
土
交
通
省
後
援
）
が
２
月
19
日
、
東
京
・

大
手
町
の
よ
み
う
り
大
手
町
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。
被
災
地
と
被
災
地
を
後
方
か
ら
支
え
た
自
治
体
の

ト
ッ
プ
、
事
業
者
を
束
ね
て
被
災
地
を
支
援
し
て
き
た
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
の
現
地
責
任
者
、
国
交
省
東
北

地
方
整
備
局
の
指
揮
官
ら
が
熱
く
交
わ
す
論
議
に
、
約
３
８
０
人
が
聞
き
入
っ
た
。（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
読
売
新
聞
調
査
研
究
本
部
の
堀
井
宏
悦
主
任
研
究
員
）

 

＝
写
真
は
い
ず
れ
も
読
売
新
聞
社
提
供

　

震
災
後
５
年
間
の
「
集
中
復
興

期
間
」
が
今
年
度
で
終
わ
り
、
復

興
は
第
２
ス
テ
ー
ジ
の
「
復
興
・

　

３
・
11
か
ら
５
年
。
東
日
本
大

震
災
を
教
訓
に
昨
春
、
仙
台
市
で

開
い
た
第
３
回
国
連
防
災
世
界
会

議
か
ら
１
年
が
経
ち
、
仙
台
市
は

３
月
12
日
、
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー

　

南
北
約
５
０
０
㌔
㍍
に
渡
っ
て

巨
大
津
波
が
沿
岸
部
を
襲
っ
た
東

日
本
大
震
災
で
は
、
多
く
の
自
治

体
と
そ
の
職
員
も
被
災
し
た
。
復

興
事
業
へ
の
一
歩
が
な
か
な
か
踏

み
出
せ
な
い
被
災
自
治
体
か
ら
委

託
を
受
け
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
は
災

害
公
営
住
宅
の
建
設
や
高
台
移
転

と
い
っ
た
復
興
事
業
を
進
め
た
。

同
機
構
の
復
興
支
援
統
括
役
、
渡

部
英
二
氏
は
「
建
設
技
術
者
が
不

足
す
る
な
か
、
出
来
る
限
り
工
期

を
短
縮
す
る
工
夫
を
す
る
の
が
Ｕ

Ｒ
都
市
機
構
の
使
命
で
し
た
」
と

復
興
の
歩
み
を
振
り
返
っ
た
。

手
法
も
駆
使
し
て
き
た
。

　

被
災
地
で
街
づ
く
り
の
技
術
者

の
先
頭
に
立
っ
て
指
揮
に
あ
た
っ

た
渡
部
氏
は
、「
私
た
ち
が
持
っ

て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
も
支
援
を
続
け
て
い
き
た

い
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

創
生
期
間
」
に
入
る
。
そ
の
節
目

を
前
に
、
今
後
の
被
災
地
復
興
の

あ
り
方
を
論
議
す
る
の
が
メ
イ

機
構
の
渡
部
英
二
・
復
興
支
援
統

括
役
と
と
も
に
、
今
後
の
復
興
の

　

被
災
地
に
寄
り
添
う
よ
う
に
し

て
事
業
に
従
事
す
る
Ｕ
Ｒ
の
技
術

者
は
約
４
５
０
人
。
自
治
体
の
負

担
を
可
能
な
限
り
軽
減
す
る
た

め
、
調
査
・
設
計
か
ら
施
工
ま
で

を
一
括
し
て
発
注
し
、
Ｕ
Ｒ
が
全

工
程
を
総
合
調
整
す
る
「
コ
ン
ス

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
Ｃ
Ｍ
）
方
式
」
と
い
う
新
し
い

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
被
災
者

の
救
援
か
ら
復
興
に
至
る
ま
で
の

間
、
道
路
が
果
た
し
た
役
割
の
大

ン
・
テ
ー
マ
だ
。
基
調
講
演
に
登

壇
し
た
筑
波
大
の
石
田
東
生
教

授
（
社
会
資
本
政
策
）
は
「
被
災

地
域
の
復
興
状
況
と
未
来
へ
の
歩

み
」
と
題
し
て
語
っ
た
。

　
「
道
路
や
港
湾
な
ど
イ
ン
フ
ラ

の
復
興
は
進
ん
で
い
る
」
と
し
な

が
ら
も
石
田
教
授
は
「
岩
手
、
宮

城
、
福
島
の
人
口
は
５
年
前
よ
り

減
少
し
た
」
と
被
災
３
県
の
厳
し

い
現
実
を
指
摘
。「
今
後
は
、
イ

ン
フ
ラ
の
復
興
を
産
業
や
暮
ら
し

の
復
興
に
ど
う
つ
な
げ
て
い
く
か

が
課
題
。
観
光
や
地
域
産
業
の
復

興
に
果
た
す
『
道
の
駅
』
の
役
割

が
重
要
に
な
る
」
と
述
べ
た
。

で
「
仙
台
・
東
北
か
ら
防
災
・
減

災
の
未
来
に
貢
献
す
る
」
を
テ
ー

マ
に
「
仙
台
防
災
未
来
フ
ォ
ー
ラ

ム
２
０
１
６
」
を
開
催
す
る
。

　

仙
台
・
東
北
で
復
興
や
防
災
・

減
災
に
取
り
組
ん
で
き
た
市
民
、

行
政
、
研
究
機
関
の
関
係
者
等
が

集
い
、
活
動
事
例
な
ど
を
発
表
。

国
連
防
災
世
界
会
議
で
採
択
さ
れ

た
国
際
的
な
防
災
指
針
「
仙
台
防

ず
ど
り
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
駅
長
の

田
邉
理
人
氏
／
田
辺
市
熊
野
ツ
ー

リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー
会
長
の
多
田

稔
子
氏
が
務
め
、
読
売
新
聞
大
阪

本
社
の
行
成
靖
司
科
学
医
療
部
長

が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
司

会
進
行
を
す
る
。

　

ま
た
、
10
日
か
ら
13
日
ま
で
の

４
日
間
、
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
近
鉄

本
店
で
「
道
の
駅
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
大
阪

２
０
１
６
」
も
同
時
開
催
し
、
道

の
駅
の
特
産
物
販
売
を
通
じ
て
、

道
の
駅
の
Ｐ
Ｒ
や
地
域
活
性
化
を

図
る
。

　

続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
テ
ー
マ
は
「
復
興
か
ら
飛
躍

へ
！
今
後
必
要
な
施
策
は
何
か
」。

被
災
地
を
代
表
し
て
岩
手
県
宮
古

市
の
山
本
正
徳
市
長
と
遠
野
市
の

本
田
敏
秋
市
長
が
登
壇
し
、
国
交

省
東
北
地
方
整
備
局
の
川
瀧
弘
之

局
長
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生

　

宮
古
市
の
山
本
市
長
は
、「
万

里
の
長
城
」
と
呼
ば
れ
た
防
潮
堤

を
津
波
が
乗
り
越
え
て
押
し
寄

せ
、
甚
大
な
被
害
を
被
っ
た
同
市

「
田
老
地
区
」
で
進
む
復
興
ま
ち

づ
く
り
構
想
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　

津
波
の
直
撃
を
受
け
た
旧
市
街

地
か
ら
高
台
に
住
宅
を
移
転
す
る

一
方
で
、
こ
れ
ま
で
高
台
に
あ
っ

た
「
道
の
駅
た
ろ
う
」
な
ど
の
商

山
本
正
徳
宮
古
市
長

川
瀧
弘
之
国
交
省
東
北
地
方
整
備
局
長

渡
部
英
二
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
復
興
支
援
統
括
役

本
田
敏
秋
遠
野
市
長

活
発
な
討
論
が
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

ふるどの
緑川佳彦駅長

　四季を感じていただけるお店づくり

福島県古殿町田口平館 25
国道 349 号　TEL.0247-53-4070

をテーマにし、季節ごとに地元野菜の豊富な種類
が並びます。いわきの海と奥州街道を結ぶ「塩の
道」、御斎所街道の交通の要所に位置し、道の駅
になる以前から地元農家による直売所を続けてき
た伝統です。本格手打ちそばも味わえます。

ひろた
野村忠司店長

　「清流の里」で知られる旧広田村に

愛媛県砥部町総津 162- １
国道 379 号　TEl.089-969-2070

あり、都市部との交流拠点としてイベントのほ
か地元特産品・地元野菜等を販売しています。
愛媛県が推進している「愛媛まるごと自転車道」
の中継地になっており、サイクリスト達の憩い
の場にもなっています。

奥出雲おろちループ
四本登駅長

　伝説のヤマタノオロチをイメージす

島根県奥出雲町八川 2500-294
国道 314 号　TEL.0854-52-3111

る日本最大の二重ループ橋途中にあり、新緑や紅
葉など四季折々に装いを変える中国山地の景観が
見事です。展望台、遊歩道も整備されていて、Ｊ
Ｒ木次線のトロッコ列車もスイッチバックを繰り
返しながらゆっくりと登ってきます。

とわだ
竹ヶ原康輝駅長

　作付面積日本一のにんにく、名産の

青森県十和田市伝法寺平窪 37-2
国道 4号バイパス　 TEL.0176-28-3790

ながいもなど地場産採れたて農産物を豊富に取り
揃えています。毎月第1日曜日、地元農家のお
母さんによる旬野菜の田舎風アレンジ料理試食会
「一皿会」が人気です。伝統工芸の南部裂織体験
工房、大型遊具もあり一日楽しめます。

伊吹の里
伊藤信義駅長

　日本百名山「伊吹山」の四季を一望

滋賀県米原市伊吹 1732-1
県道 40 号　TEL. 0749-58-0390

できる駅。旬の野菜や山菜・果物・加工品・特産
品の直売所や「パン工房」「食房」を備え、伝統
野菜（伊吹大根）を使用した「ドレッシング」や
「旬彩ロール」は当駅自慢のオリジナル商品です。
４月24日に恒例の「山菜祭り」を開催します。

信州平谷
渡辺一之支配人

　初夏は新緑、夏は一面のひまわり畑、

長野県平谷村 252
国道 153 号　TEL.0265-48-2911

秋は紅葉に染まる平谷高原にあり、まずは気軽に
天然温泉へどうぞ。全長70㍍のロングスライダー
付き温水プール、子供･幼児用プールがあり、高
原にはスキー場、コテージ、キャンプ場、平谷湖
フィッシングスポット、ゴルフ場なども。

業
・
観
光
施
設
を
海
に
近
い
旧
市

街
地
に
移
し
て
観
光
エ
リ
ア
と
し

て
再
構
築
す
る
―
―
と
い
う
の
が

同
市
の
復
興
戦
略
の
柱
の
一
つ
。

８
月
に
旧
市
街
地
に
仮
オ
ー
プ
ン

す
る
新
し
い
「
道
の
駅
た
ろ
う
」

は
１
月
、国
の
「
重
点
『
道
の
駅
』」

に
も
指
定
さ
れ
、
田
老
漁
港
で
水

揚
げ
さ
れ
る
新
鮮
な
サ
ケ
や
ア
ワ

ビ
を
そ
の
場
で
焼
い
て
食
べ
ら
れ

る
コ
ー
ナ
ー
が
店
開
き
す
る
ほ

か
、
地
元
の
漁
協
が
開
発
す
る
水

産
加
工
品
も
販
売
す
る
。

　
「
道
の
駅
」
整
備
予
定
地
の
近

く
に
は
、
津
波
の
直
撃
を
受
け

た
「
た
ろ
う
観
光
ホ
テ
ル
」
が
被

災
当
時
の
ま
ま
「
震
災
遺
構
」
と

し
て
遺
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
同
地

区
で
は
震
災
の
翌
年
か
ら
、
地
元

の
中
学
生
が
津
波
か
ら
逃
れ
た
時

に
た
ど
っ
た
避
難
ル
ー
ト
を
歩
き

な
が
ら
「
３
・
11
」
の
記
憶
を
田

老
地
区
の
人
た
ち
か
ら
直
接
聞
く

「
学
ぶ
防
災
」
の
取
り
組
み
も
続

け
て
い
る
。
山
本
市
長
は
「
三
陸

の
豊
か
な
自
然
と
海
の
幸
、
そ
れ

に
防
災
教
育
を
土
台
に
据
え
た
観

光
を
、
復
興
の
柱
に
し
て
い
き
た

い
」
と
、将
来
の
展
望
を
語
っ
た
。 　

遠
野
市
の
本
田
市
長
は
、
津
波

被
害
を
受
け
た
沿
岸
地
域
を
支
え

続
け
た
同
市
の
取
り
組
み
を
振
り

返
っ
た
。
大
震
災
後
、
多
く
の
自

衛
隊
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
遠

野
に
集
結
し
て
沿
岸
部
を
目
指
し

た
。
中
で
も
、
炊
き
出
し
拠
点
と

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
支
え
た
の

が
道
の
駅
「
遠
野
風
の
丘
」
だ
っ

た
。

　
「
こ
の
先
に
は
食
料
を
調
達

す
る
場
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
道
の
駅
で
握
っ
た
）
こ
の
お
に

ぎ
り
を
持
っ
て
行
っ
て
下
さ
い
―

―
と
言
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

々
を
送
り
出
し
た
の
で
す
」（
本

田
市
長
）。
そ
う
し
た
市
民
ぐ
る

み
の
取
り
組
み
を
後
世
に
伝
え
残

そ
う
と
昨
年
３
月
、
当
時
の
活
動

を
紹
介
す
る「
後
方
支
援
資
料
館
」

が
市
内
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

プ
レ
ハ
ブ
平
屋
建
て
で
立
派
な

建
物
で
は
な
い
。
が
、
救
援
物
資

の
送
り
先
、
沿
岸
被
災
地
と
の
や

り
と
り
を
記
録
し
た
メ
モ
や
掲
示

用
の
模
造
紙
、
災
害
対
策
本
部
の

様
子
を
伝
え
る
写
真
な
ど
、
官
民

き
さ
も
浮
か
び
上
が

っ
た
。

　
「
被
災
地
に
救
援

部
隊
と
物
資
を
送
る

緊
急
輸
送
路
の
確
保

が
発
生
直
後
の
最
大

の
課
題
だ
っ
た
」
と

「
３
・
11
」
を
振
り

返
っ
た
の
は
、
大
震

災
発
生
当
時
、
国
交

省
東
北
地
方
整
備
局
の
道
路
部
長

と
し
て
道
路
の
復
興
・
整
備
を
陣

頭
指
揮
し
た
川
瀧
弘
之
同
局
長
。

　

甚
大
な
津
波
被
害
を
受
け
た
沿

岸
部
に
向
け
て
内
陸
部
か
ら
順
に

瓦
礫
を
撤
去
し
て
進
む
取
り
組
み

は
「
く
し
の
歯
作
戦
」
と
名
づ
け

ら
れ
、
救
援
の
た
め
全
国
か
ら
集

結
し
た
自
衛
隊
員
や
警
察
・
消
防

の
部
隊
は
、
重
機
を
先
頭
に
少
し

ず
つ
「
く
し
の
歯
」
状
に
伸
び
て

い
く
緊
急
輸
送
路
に
沿
っ
て
被
災

地
を
目
指
し
た
の
だ
っ
た
。

　
「
地
元
建
設
業
界
な
ど
の
頑
張

り
で
（
が
れ
き
を
最
低
限
取
り
除

き
、
緊
急
輸
送
路
を
確
保
す
る
）

道
路
啓
開
が
大
き
く
進
ん
だ
」
と

川
瀧
局
長
。

　
「
集
中
復
興
期
間
か
ら
次
の
段

階
に
進
む
今
後
は
、東
北
の
地
域
、

地
域
が
連
携
し
て
力
を
付
け
て
い

く
こ
と
が
大
切
。
そ

の
た
め
に
は
、
道
路

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

つ
な
が
る
こ
と
で
、

日
本
海
側
も
含
め
東

北
全
体
が
連
携
し
な

が
ら
前
に
進
ん
で
い

く
こ
と
が
重
要
に
な

る
」
と
議
論
を
締
め

く
く
っ
た
。

防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
2016
開
催

未
来
の
防
災
に
貢
献

仙
台
市
が

３
月
12
日

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
に
合

わ
せ
、
道
の
駅
フ
ォ
ー
ラ
ム
大
阪

２
０
１
６
「
道
の
駅
の
可
能
性
を

探
る
！
〜
地
方
創
生
・
防
災
・
人

材
育
成
〜
」
が
３
月
10
日
、
大
阪

市
阿
倍
野
区
の
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス

で
開
催
さ
れ
る
。
読
売
新
聞
社
の

主
催
で
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会

が
共
催
、
国
土
交
通
省
近
畿
地
方

整
備
局
が
後
援
。

　

公
益
社
団
法
人
日
本
道
路
協
会

の
大
石
久
和
会
長
が
「
道
の
駅
は

何
を
目
指
す
か
〜
期
待
と
課
題
」

と
題
し
て
基
調
講
演
し
、
事
例
発

表
で
は
道
の
駅
「
竜
王
か
が
み
の

里
」
で
、
新
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
し

た
滋
賀
短
期
大
学
と
、道
の
駅「
吉

野
路
大
塔
」
で
学
生
レ
ス
ト
ラ
ン

を
オ
ー
プ
ン
し
た
帝
塚
山
大
学
の

学
生
が
体
験
を
発
表
す
る
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は

「
道
の
駅
の
可
能
性
を
探
る
！
」

を
テ
ー
マ
に
討
論
。
パ
ネ
リ
ス
ト

は
関
西
大
学
社
会
安
全
研
究
セ
ン

タ
ー
長
の
河
田
惠
昭
氏
／
道
の
駅

「
美
山
ふ
れ
あ
い
広
場
」
駅
長
の

小
島
和
幸
氏
／
道
の
駅
「
湖
北
み

急
速
充
電
器
（
Ｅｰ

Ｏ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）設
置
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー 

（
道
の
駅
「パ
ー
ク
七
里
御
浜
」三
重
県
御
浜
町
） 

充
電
ボ
タ
ン
を
Ｏ
Ｎ
に
す
る
大
畑
覚
町
長 

急（
道

充

全国１６０の「道の駅」が採用！
ＥＶ用充電インフラなら へ！

充
電
ボ
タ
ン
を
Ｏ
Ｎ
に
す
る
大
畑
覚
町
長

充
 私共日本充電インフラ株式会社の

Ｅ-ＯＡＳＩＳプロジェクトは、お陰様で 

昨年、全国１６０の「道の駅」でご採用

頂くことが出来、既に１００ヶ所以上で

運用を開始致しております。 

道の駅は「ＥＶ充電に最適な場所」。

 今や国民的人気スポットとなった

「道の駅」。道の駅ならＥＶ充電の30

分間でお食事や地域特産品のお買

物も出来、充電の「退屈な時間」を

「楽しい出会いと発見の時間」に変

えられます。是非この機会にＥＶ用

充電インフラの導入をご検討下さい。
 
道の駅「たまつくり」茨城県行方市 

イーオアシス 

お問合せは⇒日本充電インフラ株式会社 事業推進部 まで 
〒105-0003 東京都港区西新橋1-2-9 日比谷セントラルビル14Ｆ 
電話：03-5532-7264 ＦＡＸ：03-5532-7274 Ｅ-ＭＡＩＬ ： info@e-oasis.jp 

１．初期導入費用ゼロ！ 
予算獲得のための議会対策が不要です。 

３．運営経費も極力ゼロに！ 
課金収入に応じて日本充電ｲﾝﾌﾗ（株）が 
電気料金も分担します。 

なら 
イーオアシス 

道の駅「おおむた」福岡県大牟田市 

２．補助金申請も全てお任せ！ 
ご用意頂くのは充電スペースと電源だけ。 

Ｅ－ＯＡＳＩＳ プロジェクトとは 

ＥＶ・ＰＨＶの充電環境整備に尽力してきた
充電器メーカー、通信会社、電気工事会社
による強力な企業アライアンスです。 

一
体
で
懸
命
に
続
け
た
支
援
活
動

の
息
づ
か
い
が
感
じ
ら
れ
る
貴
重

な
品
々
を
展
示
し
て
い
る
。

　

遠
野
市
の
取
り
組
み
に
な
ら
う

よ
う
に
、
い
ざ
と
い
う
時
に
沿
岸

地
域
を
支
え
る「
後
方
支
援
都
市
」

の
体
制
づ
く
り
は
、
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
で
沿
岸
部
に
大
津
波
の

来
襲
が
懸
念
さ
れ
る
宮
崎
県
の
内

陸
都
市
・
都
城
市
な
ど
で
も
始
ま

っ
て
い
る
。

　
「
メ
モ
１
枚
に
至
る
ま
で
、
遠

野
で
は
当
時
の
後
方
支
援
の
記
録

は
す
べ
て
保
存
し
て
い
ま
す
。『
地

域
と
地
域
は
お
互
い
さ
ま
で
、
助

け
合
う
の
が
当
た
り
前
』
と
い
う

岩
手
の
取
り
組
み
を
全
国
の
方
々

に
発
信
し
て
い
き
た
い
」。
本
田

市
長
は
言
葉
に
力
を
込
め
た
。

方
向
性
と
震
災
教
訓
の
発
信
の
意

義
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。

災
枠
組
２
０
１
５
―
２
０
３
０
」

を
踏
ま
え
た
今
後
の
活
動
の
方
向

性
や
課
題
を
話
し
合
う
。

　

当
日
は
、
国
連
防
災
会
議
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し

た
各
団
体
の
中
か
ら
９
団
体
の
ミ

ニ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
実
施

「
災
害
常
襲
国
日
本
『
道
の
駅
』

の
果
た
す
役
割
」
と
題
し
て
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
ル
ー
ト
プ

レ
ス
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
人
と
道
研
究
会
）

も
選
ば
れ
た
。

　

元
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
員
の
鹿
野
和

子
さ
ん
が
「
高
齢
者
の
幸
せ
に
貢
献

す
る
『
道
の
駅
』
―
高
齢
者
と
災
害

『
農
海
林
ロ
ー
ド
６
』
の
取
り
組
み

を
中
心
と
し
て
」
と
題
し
て
ミ
ニ
講

演
。
資
料
作
成
な
ど
神
戸
大
学
の
松

尾
隆
策
氏
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

　

鹿
野
さ
ん
は
「
東
日
本
大
震
災

で
は
多
く
の
高
齢
者
が
命
を
落
と

し
た
。
う
ち
60
歳
以
上
の
高
齢
者

は
全
体
の
66
％
１
万
人
余
を
占

め
、
80
歳
以
上
は
、
全
体
の
22
％

に
上
り
、
大
災
害
で
最
も
危
険
に

さ
ら
さ
れ
る
の
は
高
齢
者
。
い
か

に
災
害
弱
者
で
あ
る
高
齢
者
の
生

命
を
守
る
か
が
最
も
重
要
」
と
し

て
、
宮
城
県
の
北
東
エ
リ
ア
の
道

の
駅
の
連
携
を
事
例
と
し
て
取
り

上
げ
る
。

　
「
農
海
林
ロ
ー
ド
６
」
の
う
ち

温
泉
施
設
を
被
災
者
に
提
供
し
、

避
難
所
、復
興
拠
点
と
な
っ
た「
上

品
の
郷
」
は
じ
め
、全
壊
し
た
「
大

谷
海
岸
」
の
復
興
を
、
他
の
５
駅

が
支
援
。
復
興
市
を
連
携
し
て
開

催
し
、
そ
の
収
益
金
を
南
三
陸
町

に
寄
付
す
る
等
、
さ
ら
に
結
束
を

強
め
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ 

人
と
道
研
究
会
は
、

ミ
ニ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
あ

わ
せ
て
「
ブ
ー
ス
展
示
」
も
実
施

高
齢
者
を
守
る
取
り
組
み
や
大
災

害
時
の
「
道
の
駅
」
の
果
た
す
役

割
を
考
え
る
。

国連防災世界会議のパブリック
フォーラムで講演する鹿野和子 JICA
専門員（昨年3月16日、仙台市で）

道の駅大谷海岸

仙台防災未来フォーラム2016のロゴ
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　ア
メ
リ
カ
の
オ
バ
マ
大
統
領
は

２
０
１
５
年
12
月
４
日｢

ア
メ

リ
カ
陸
上
交
通
再
生
法
（
通
称
Ｆ

Ａ
Ｓ
Ｔ
法
）」
に
署
名
し
、
同
法

律
は
成
立
し
た
。
こ
れ
は
10
年
ぶ

り
と
な
る
５
カ
年
の
道
路
な
ど
の

整
備
計
画
法
で
あ
り
、
今
後
５
年

間
に
３
０
５
０
億
㌦
を
投
資
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　こ
の
計
画
に
つ
い
て
は
予
算
規

模
や
計
画
期
間
を
め
ぐ
っ
て
長
い

間
論
争
が
続
い
て
き
た
が
、
大
統

領
選
挙
が
近
く
、
最
も
政
党
間
の

論
議
が
先
鋭
化
す
る
こ
の
時
期
に

整
備
計
画
法
が
成
立
し
た
こ
と

は
、
ア
メ
リ
カ
が
交
通
イ
ン
フ
ラ

の
重
要
性
を
深
く
認
識
し
て
い
る

こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

　３
０
０
０
億
㌦
と
い
え
ば
１
㌦

が
１
０
０
円
と
し
て
も
30
兆
円
に

も
達
し
、
単
年
平
均
で
は
６
兆
円

と
い
う
規
模
と
な
る
。
国
土
全
体

に
ハ
イ
ウ
ェ
イ
が
行
き
渡
っ
て
い

る
と
い
う
印
象
の
強
い
ア
メ
リ
カ

が
、
こ
れ
か
ら
も
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
な
ど
を
図

り
、
ア
メ
リ
カ
の
競
争
力
増
大
と

経
済
成
長
を
う
な
が
そ
う
と
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

　と
こ
ろ
で
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は

わ
が
国
の
メ
デ
ィ
ア
で
は
ま
っ
た

く
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
。
だ
か
ら

本
紙
の
読
者
も

そ
れ
以
外
の
国

民
も
、
誰
も
が

こ
の
ア
メ
リ
カ
の
動
き
を
知
る
方

法
が
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
で
い

い
の
だ
ろ
う
か
。
グ
ロ
ー
バ
ル
時

代
が
来
た
な
ど
と
い
う
の
な
ら
、

海
外
の
い
ろ
ん
な
動
き
を
知
り
、

そ
れ
が
わ
が
国
の
参
考
に
な
る
か

ど
う
か
と
敏
感
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
は
ず
な
の
だ
。

　今
や
わ
が
国
の
道
路
や
鉄
道
・

空
港
・
港
湾
な
ど
交
通
イ
ン
フ
ラ

も
、
河
川
堤
防
整
備
な
ど
の
防
災

イ
ン
フ
ラ
も
先
進
国
の
水
準
か
ら

か
な
り
劣
後
し
て
き
た
。
下
水
道

も
水
洗
化
は
進
ん
だ
も
の
の
、
汚

水
の
高
度
処
理
率
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
主
要
国
か
ら
大
き
く
後
れ
て

い
る
。

　イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
は
、

オ
バ
マ
氏
も
キ
ャ
メ
ロ
ン
氏
も
メ

ル
ケ
ル
氏
も
自
国
の
競
争
力
や
成

長
の
確
保
に
は
不
可
欠
と
述
べ
て

い
る
が
、
こ
う
し
た
情
報
も
日
本

国
民
に
ほ
と
ん
ど
届
い
て
い
な
い
。

ア
メ
リ
カ
の
陸
上
交
通
再
生
法
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４
ル
ー
ト
に
「
関
東
優
秀
活
動
賞
」

　

　地
域
ぐ
る
み
の
美
し
い
ま
ち
づ

く
り
・
道
づ
く
り
、「
日
本
風
景
街

道
」
を
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
で
推
進
し

て
い
る
活
動
グ
ル
ー
プ
が
こ
の
ほ

ど
、
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備

局
や
自
治
体
、
観
光
、
商
工
団
体

で
組
織
す
る
風
景
街
道
関
東
地
方

　
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
さ
ん

が
手
が
け
、
日
本
の
象
徴
富
士
山
を
モ

チ
ー
フ
に
、
歴
史
や
文
化
が
道
路
を
介
し

て
未
来
へ
と
続
い
て
い
く
こ
と
へ
の
願
い

を
こ
め
て
表
現
し
た
。

あらかわ
新井紀久売場責任者

　奥秩父荒川の自然に囲まれ、四季折々

埼玉県秩父市荒川日野 538-1
国道 140 号　 TEL.0494-54-0022

の花で彩られます。周辺には時期により花ハス、
水芭蕉、カタクリなどが咲き、のどかな里山散策
を楽しめます。直売所では地元産旬の野菜や果物
を販売しています。レストランでは季節のフルー
ツまるごとソフトクリームが人気です。

上矢作ラ ･フォーレ福寿の里
宮原博支配人

　周囲を緑に囲まれた道の駅で、モン

岐阜県恵那市上矢作町 3566-1
国道 257 号　TEL.0573-48-3366

ゴルの宿泊施設ゲルやコテージのキャンプ場を
併設し、バーベキューや夏の川遊びなどが出来
ます。トマト、きのこ、自然薯など地元の新鮮
野菜、炭、木工品等の販売を行っています。レ
ストランでは、うどん、そば等の食事が好評です。

竹田
菊池二郎本部長

　九州本土最高峰「くじゅう連山」を望

大分県竹田市米納 663-1
国道 442 号　TEL.0974-66-3553

む道の駅。くじゅう高原にドライブに訪れた方か
ら地域の方まで多くの皆様に親しまれています。
併設のイチゴ農園では例年12月～5月にかけイ
チゴ狩りが楽しめます。現在、駐車場の増設工事
中であり、更に便利に生まれ変わる予定です。

秩
父
路
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

東
海
道

　
風
景
街
道

千
曲
川
・
花
の
里
山
風
景
街
道

浅
間
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

協
議
会
か
ら
26
年
度
「
関
東
優
秀

活
動
賞
」
に
選
定
・
表
彰
さ
れ
た
。

　「秩
父
路
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」(

埼

玉
県)

「
東
海
道

　風
景
街
道
」(

神

奈
川
県)

「
千
曲
川
・
花
の
里
山
風

景
街
道
」(

長
野
県)

「
浅
間
ロ
ン

グ
ト
レ
イ
ル
」(

群
馬
、
長
野
県) 

の
４
ル
ー
ト
。

　風
景
街
道
の
主
要
目
的
で
あ
る

「
美
し
い
国
土
景
観
の
形
成
」
活
動

が
各
地
の
模
範
に
な
る
、
と
活
動

表
彰
選
定
等
委
員
会
か
ら
高
く
評

価
さ
れ
た
「
千
曲
川
・
花
の
里
山

風
景
街
道
」
を
紹
介
し
よ
う
。

　千
曲
川
に
沿
っ
て
飯
山
盆
地
を

縦
貫
す
る
国
道
１
１
７
号
を
中
心

軸
に
、
飯
山
市
、
野
沢
温
泉
村
な

ど
２
市
２
村
を
め
ぐ
る
ル
ー
ト
。

　北
信
州
の
豊
か
な
自
然
を
輝
か

せ
て
い
る
千
曲
川
と
広
い
河
川

敷
、
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
と
も
呼
ば

れ
道
の
駅
「
花
の
駅

　千
曲
川
」

も
あ
る
国
道
１
１
７
号
一
帯
は
、

四
季
折
々
に
花
々
で
彩
ら
れ
る
。

な
か
で
も
飯
山
市
の
「
菜
の
花
公

園
」
は
、
春
に
は
菜
の
花
の
じ
ゅ

う
た
ん
で
一
面
黄
色
に
染
ま
る
。

　道
の
駅
「
ふ
る
さ
と
豊
田
」
が

あ
る
斑
尾
山
ろ
く
の
中
野
市
旧
豊

田
村
は
、
唱
歌
「
ふ
る
さ
と
」
で

　乀
兎
追
い
し
か
の
山
…
…

　と
詠
わ
れ
、
多
く
の
人
々
に
昔

懐
か
し
い
農
村
原
風
景
を
感
じ
さ

せ
る
〝
日
本
の
ふ
る
さ
と
〞。
斑

尾
高
原
か
ら
の
北
信
州
の
眺
望
、

寺
町
文
化
を
伝
え
る
「
小
京
都
飯

山
」
の
町
並
み
な
ど
、
そ
ぞ
ろ
歩

き
を
満
喫
で
き
る
観
光
文
化
資
源

に
恵
ま
れ
て
い
る
。

　加
え
て
、
平
成
19
年
の
風
景
街

道
登
録
を
機
に
、
ま
ち
づ
く
り
や

環
境
な
ど
18
団
体
で
組
織
し
た

「
北
信
州
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」

の
メ
ン
バ
ー
が
手
分
け
し
て
、
フ

ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
を
は
じ
め
主
要
道

路
の
花
植
え
や
清
掃
活
動
に
乗
り

出
し
、
花
い
っ
ぱ
い
が
進
ん
だ
。

　特
に
昨
年
は
北
陸
新
幹
線
開
業

で
観
光
客
の
大
幅
ア
ッ
プ
が
見
込

ま
れ
、
飯
山
市
の
呼
び
か
け
に
応

じ
た
市
民
有
志
に
よ
る
「
菜
の
花

ン
タ
ー
約
７
０
０
箱
を
３
月
14
日

の
開
業
に
間
に
合
わ
せ
て
飯
山
駅

前
を
飾
っ
た
。
風
景
街
道
の
め
ざ

す
地
域
ぐ
る
み
の
お
も
て
な
し
心

の
発
揮
と
し
て
、
受
賞
の
ポ
イ
ン

ト
に
な
っ
た
。

　さ
ら
に
、
最
近
急
増
し
て
い
る

外
国
人
観
光
客
が
不
案
内
で
困
る

こ
と
が
な
い
よ
う
に
と
、
在
住
外

国
人
に
協
力
を
求
め
、
国
際
的
に

も
通
じ
る
サ
イ
ン
や
絵
を
使
っ
た

案
内
看
板
を
各
所
に
整
備
し
た
こ

と
も
評
価
さ
れ
た
。

　「信
越
ト
レ
イ
ル
」
で
の
活
動

は
も
う
一
つ
の
ル
ー
ト
活
動
の
柱

だ
。
最
近
盛
ん
な
自
然
を
楽
し
み

な
が
ら
山
野
を
歩
く
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
の
先
駆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

知
ら
れ
、
自
然
に
触
れ
な
が
ら
歩

く
ガ
イ
ド
や
自
然
観
察
が
、
四
季

を
通
じ
て
人
気
を
集
め
て
い
る
。

「
南
房
総
・
花
海
街
道
」
で

現
地
意
見
交
換
会
開
く

　千
葉
県
の
風
景
街
道「
南
房
総
・

花
海
街
道
」
の
現
地
意
見
交
換
会

が
こ
の
ほ
ど
南
房
総
市
で
開
か

れ
、
館
山
、
鴨
川
、
鋸
南
、
南
房

総
各
市
町
や
国
交
省
関
東
地
方
整

備
局
、千
葉
国
道
事
務
所
関
係
者
、

小
濱
哲
横
浜
商
科
大
教
授
ら
有
識

者
が
現
状
を
報
告
、情
報
交
換
し
、

浮
か
ん
だ
課
題
な
ど
に
つ
い
て
今

後
の
活
動
強
化
を
話
し
合
っ
た
。

　出
席
者
か
ら
は
「
４
市
町
で
立

ち
上
げ
て
い
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

更
新
が
少

な
く
、
魅

力
の
向
上

が
必
要
」

「
観
光
案

内
看
板

に
『
南
房

総
・
花
海

街
道
』
を

な
る
べ
く
明
記
す
る
よ
う
に
し
て

い
る
が
、
も
っ
と
ロ
ゴ
を
継
続
的

に
利
用
し
、
認
知
度
を
向
上
さ
せ

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
ろ
う
」
な

ど
の
意
見
が
出
た
。

里
親
」が
、

自
宅
温
室

や
日
当
た

り
の
い
い

と
こ
ろ
で

菜
の
花
の

開
花
を
早

め
、
プ
ラ

北陸新幹線の開通で美し
く整備された飯山駅前

間もなく桜も開花す
る花海街道の風景

2016年（平成28年）３月 第47号

■「道の駅」との連携強化
　天皇、皇后両陛下や皇族方が臨席される全国植樹
祭や全国育樹祭を都道府県と協働して運営し「国民
参加の森林づくり運動」を推進する公益社団法人国
土緑化推進機構。「道の駅グリーンプロジェクト」
を進め、110 カ所を上回る「道の駅」と「緑の募
金箱付き新聞ラックの設置に関する協定」を結んで

「緑の募金箱」の設置を推進してきた。同機構は、
全国「道の駅」連絡会と「ルートプレス」が連携し
て各地の駅で開催している防災セミナーや巡回写真
展に協賛し、ルートプレスを活用して国土緑化に関
する情報を発信している。
　同機構はこのほど、中核の活動である「緑の募金」
をさらに推進したいと、公的施設で交流拠点である

「道の駅」との連携強化を全国「道の駅」連絡会に
申し入れた。協力を依頼したのは、国土緑化運動期
間中のポスターやパンフレット等の設置や、ボラン
ティアによる植樹イベントの開催など。東日本大震
災から 5 年を機に、防災林の再構築などをより強
力に進めるため「緑の募金」の充実を図りたい意向
だ。

■東日本大震災復興　海岸防災林植樹祭
　国土緑化推進機構の東日本大震災復興事業支援を
受けた茨城県神栖市・いばらき森林づくりサポート
センター主催の海岸植樹祭がこのほど、同市矢田部
で開催された。＝写真

神栖市森林ボランティアや小中学生ら地域の関係者
約 350 人が参加、防風垣、静砂垣で保全し客土を
施した防災林工事地内に抵抗性の強いクロマツを植
栽し、記念植樹や緑の誓いをした。大震災で被災し
た市有海岸防災林の復旧を図るのが目的で、60 ㌔
㍍に及ぶ海岸防災林復旧のシンボル工事とする。

■みどりの女神に飯塚帆南さん
　国土緑化推進機構とミス日本コンテスト事務局
は、1 月に開催した「第 48 回ミス日本コンテスト
大会 2016」で「みどりの女神」に飯塚帆南さん（22）
を選んだ＝写真。飯塚さんは兵庫県出身で昨年国際
基督教大学を卒業。上海で育ち米国留学経験もある
国際派。

2020 年の東京五輪・パラン
ピックを控え、新国立競技場
は緑化と国産材を多用する

「木と緑のスタジアム」とし
て整備されることもあって

「ミス日本みどりの女神」は、
日本の木の文化や、緑や木の
重要性を発信する役割を担
い、農林水産省は森林・林業
・木材産業等の PR もする「み

どりの広報大使」にも任命。

■みどりの少年団などの緑化活動支援
　国土緑化推進機構は平成 25 年から全労済との協
働により、東日本大震災被災地の小学校の「みどり
の少年団」の緑化活動などを支援しており、27 年
度も各地の学校で様々な活動が行われた。
　福島県いわき市立藤原小学校では、緑の少年団の
活性化、教育環境の向上を目指し、ハナミズキ等の
植樹や、サクラの枝伐採と剪定等を実施。昨年末に
は記念植樹などをした。茨城県石岡市立吉生小学校
では、東日本大震災で学校林へ通じる橋や木製遊具
等が破損、施設改修とともに学校林の枝打ち・間伐、
間伐材を利用した木工体験等を行い、3 月には記念
植樹などをした。

■国際交流と海の森植樹
　国土緑化推進機構などでつくる国際森林デー
2016 中央行事海の森植樹イベント実行委員会は 3
月 26 日、東京都が整備中の東京湾の埋め立て地「海
の森」で「国際森林デー 2016　みどりの地球を未
来へ」～国際交流と海の森植樹～を開催する。
　3 月 21 日の国際森林デーは、国連総会で決議、
創設され、世界で森林や樹木に対する意識を高める
記念日。わが国でも植樹キャンペーンなど、森と木
に関連した活動が期待されている。海の森植樹はそ
の中央行事で、大使館・国際機関職員と家族、留学
生らと、日本の子どもや市民を招き、人種、民族、
国籍を超えて植樹を通して交流を深める。

■きずなコンサート 2016
　「東日本大震災復興支援チャリティー　緑の募金
～きずなコンサート 2016 」が 3 月 13 日、東京・
新宿の全労済ホールで開かれる。
　今回は福島県から吹奏楽コンクール県大会金賞
の相馬高校と相馬東高校吹奏楽部の高校生 65 人が

「Green Wind Ensemble ふくしま」を結成して上京。
　『飛んでイスタンブール』の庄野真代さんや『Mr.
サマータイム』のサーカスの叶高さんらのスペシャ
ルグループ「ベルボトムズ」と共演する。
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と
し
て
い
た
若
い
頃
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
盛
り
だ
く
さ
ん
だ
。
だ
か
ら

桜
に
丹
精
を
込
め
る
。
お
金
を
も

ら
っ
て
整
備
し
て
い
る
の
で
は
な

い
。
人
々
の
思
い
と
願
い
と
将
来

へ
の
期
待
が
こ
も
っ
て
い
た
。

　あ
ま
り
人
は
行
か
な
い
が
、
凄

い
所
が
あ
る
ん
で
す
よ
、
と
古
老

が
案
内
し
て
く
れ
た
。
車
を
止
め

て
畦
道
の
よ
う
な
道
を
辿
る
と
、

溜
池
に
映
る
筑
波
山
が
あ
っ
た
。

穏
や
か
な
水
面
に
、
快
晴
の
空
に

く
っ
き
り
と
筑
波
の
山
が
浮
か
ん

で
い
る
。

　こ
の
山
は
、
い
つ
の
頃
か
ら
人

々
を
集
め
て
き
た
の
だ
ろ
う
。
縄

　桜
並
木
で
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ

ー
ド
も
整
備
さ
れ
て
い
た
（
茨
城

県
道
５
０
１
号
桜
川
土
浦
自
転
車

道
線
＝
写
真
）。
颯
爽
と
走
る
姿
を

見
る
の
が
嬉
し
い
、
と
地
元
の
古

老
が
話
し
て
く
れ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
。

幼
い
頃
か
ら
地
域
の
交
通
手
段
と

し
て
活
躍
し
て
い
た
筑
波
鉄
道
を

忘
れ
な
い
た
め
、
後
世
に
伝
え
る

文
遺
跡
も
あ
る
く
ら
い
だ
か
ら
神

代
の
昔
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
の

だ
。
畏
怖
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ

な
い
威
厳
に
満
ち
た
山
容
で
あ

る
。
山
を
美
し
く
み
せ
る
場
所
は

た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
古

老
は
自
慢
げ
に
と
っ
て
お
き
の
場

所
だ
と
言
う
。

　観
光
地
化
さ
れ
る
こ
と
に
も
期

待
し
な
が
ら
、
こ
こ
は
自
分
た
ち

だ
け
の
場
所
と
し
て
、
隠
し
て
お

き
た
い
気
持
ち
が
入
り
混
じ
る
。

す
べ
て
の
場
所
を
観
光
地
に
す
る

必
要
は
な
い
の
だ
。
地
元
に
住
む

人
々
が
大
切
に
取
っ
て
お
き
た
い

場
所
も
あ
る
。

みとみ
一瀬昭人駅長

　埼玉県との境、北の玄関口にある道

山梨県山梨市三富川浦 1822-1
国道 140 号　TEL.0553-39-2580

の駅。西沢渓谷への多くの登山者拠点として、春
のシャクナゲ、新緑、秋の紅葉時期は大変賑わい
ます。地元特産品を販売する売店、オリジナル料
理を用意している食堂もあります。釣りやバーベ
キューができる久渡沢釣り場も近くです。

松山
中原真駅長

　兜をモチーフにした建物内ではス

鹿児島県志布志市松山町新橋 1526-1
県道飯野松山都城線　TEL.099-487-3800

イーツ盛りだくさんのビユッフェが大人気。土日
祝日ともなると1～2時間待ちが出るほどです。
人気抜群パティシエプロデュースの持ち帰りケー
キや焼き立てクロワッサンも販売しております。
家族や団体の宿泊施設も完備。

花街道付知
田口繁駅長

　昔からの木材産地らしく、樹齢300

岐阜県中津川市付知町 8581-1
国道 256 号　TEL.0573-82-2000

年以上の木曽桧の柱も使った総檜造りの美しい駅
舎。広い駐車場にコンビニやステージの有るイベ
ント広場も併設している。売店では、名物の「栗
きんとん」など地元特産品の販売、食堂では季節
限定のオリジナルメニューなどを提供している。

横
浜
商
科
大
学
商
学
部
貿
易
・
観
光
学
科

�

小
濱
哲
教
授

千
変
万
化
の
筑
波
山
「
ま
ち
」「
さ
と
」
周
遊
ル
ー
ト

地
元
の
人
が
桜
を
植
え
、
育
て
た
道

た
め
に
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

を
申
請
し
、
少
し
ず
つ
桜
の
木
を

植
え
て
い
っ
た
の
だ
と
思
っ
た
。

　こ
の
鉄
道
は
、
最
盛
期
に
は
上

野
か
ら
筑
波
駅
ま
で
直
行
列
車
が

走
り
、
急
行
も
あ
っ
た
そ
う
だ
。

筑
波
の
か
つ
て
の
賑
わ
い
と
、
地

域
の
活
力
の
中
心
と
し
て
、
こ
の

鉄
道
は
存
在
し
た
の
だ
。
古
老
の

話
す
想
い
出
話
に
は
、
活
き
活
き
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　あ
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年

が
経
過
、
多
く
の
方
々
の
ご
尽
力

に
も
拘
ら
ず
未
曾
有
の
傷
跡
は
未

だ
に
癒
え
な
い
状
況
で
す
が
、
風

化
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　阪
神
淡
路
大
震
災
後
橋
梁
耐
震

補
強
が
推
進
さ
れ
た
結
果
、
高
速

道
路
や
幹
線
道
路
に
大
き
な
落
橋

や
橋
脚
倒
壊
の
事
故
が
な
く
、「
櫛

の
歯
」
作
戦
に
よ
り
内
陸
部
か
ら

沿
岸
部
ま
で
の
道
路
啓
開
が
３
日

間
で
達
成
、
緊
急
物
資
の
輸
送
や

災
害
復
旧
等
が
円
滑
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
正
し
く
「
命
の
道
」
で

す
が
、
地
域
を
熟
知
し
て
い
る
道

路
管
理
者
や
建
設
従
事
者
が
存
在

し
て
い
た
か
ら
こ
そ
初
動
活
動
が

円
滑
に
実
施
さ
れ
た
の
で
す
。

　今
回
の
よ
う
な
大
地
震
に
対
し

て
は
、
ハ
ー
ド
・
防
災
の
み
な
ら

ず
ソ
フ
ト
・
減
災
の
考
え
方
が
重

要
と
さ
れ
、
防
災
・
減
災
等
に
資

す
る
国
土
強
靭
化
法
に
基
づ
き
イ

ン
フ
ラ
の
強
靭
化
、
強
く
し
な
や

か
な
種
々
の
施
策
を
推
進
し
て
い

く
と
さ
れ
ま
し
た
。道
の
駅
に
も
、

従
前
の
休
憩
、
情
報
発
信
、
地
域

と
の
連
携
の
他
、
防
災
機
能
の
強

化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　脆
弱
な
国
土
、
災
害
の
絶
え
な

い
今
日
、備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
。

事
後
で
な
く
事
前
予
防
措
置
が
ト

ー
タ
ル
コ
ス
ト
削
減
の
道
で
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
下
で
す
が
、
安

全
・
安
心
の
向
上
に
は
事
前
予
防

措
置
の
考
え
方
に
基
づ
く
予
算
の

強
化
が
望
ま
れ
ま
す
。

　笹
子
ト
ン
ネ
ル
天
井
板
落
下
事

故
を
機
に
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
が

問
題
に
な
り
、
民
営
化
さ
れ
た
高

速
道
路
に
関
し
て
は
所
要
措
置
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
道
路
に

つ
い
て
は
、
現
下
の
予
算
内
の
遣

り
繰
り
で
な
く
、
１
９
８
０
年
代

の
「
荒
廃
す
る
ア
メ
リ
カ
」
の
教

訓
を
踏
ま
え
た
米
国
陸

上
交
通
法
に
基
づ
く
基

金
設
置
の
様
な
新
た
な

特
別
措
置
が
望
ま
れ
ま
す
。

　現
下
の
国
土
強
靭
化
、
地
方
創

生
、
成
長
戦
略
、
財
政
再
建
と
い

う
重
要
課
題
に
適
切
に
対
応
し
、

暮
ら
し
や
産
業
を
支
え
る
イ
ン
フ

ラ
を
将
来
世
代
に
継
承
し
て
い
く

こ
と
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。
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安
全
・
安
心
、
イ
ン
フ
ラ
の
強
靭
化
を

　Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
日
本
の
農
業
は
危
機

と
い
う
が
、
40
万
㌶
の
耕
作
放
棄

地
が
あ
っ
て
も
日
本
人
と
し
て
の

自
然
管
理
責
任
を
意
識
す
る
人
は

ま
ず
い
な
い
。
国
土
開
発
に
伴
う

自
然
破
壊
に
反
対
運
動
を
す
る
人

は
い
る
が
、
農
業
が
日
本
の
国
土

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
人
は
殆
ど
い
な
い
。

　当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
田
ん
ぼ
の
生
き
も

の
調
査
活
動
を
通
じ
て
日
本
の
田

ん
ぼ
の
保
全
を
図
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が

実
施
さ
れ
て
も
日
本
の
稲
作
農
家

て
も
ら
い
、
地
域
住
民
が
協
働
購

入
す
る
。
玄
米
は
家
庭
に
よ
っ
て

評
価
が
異
な
る
の
で
、
小
さ
な
容

量
の
精
米
機
を
購
入
し
、
精
米
歩

留
ま
り
を
自
分
で
選
択
。
最
近
は

精
米
と
玄
米
を
購
入
し
て
家
庭
で

ブ
レ
ン
ド
し
炊
飯
し
て
い
る
。
取

り
組
み
は
炊
き
出
し
食
事
会
で
実

験
し
て
い
る
。

　特
徴
は
玄
米
に
「
産
地
」「
銘

柄
」「
年
産
」
を
表
示
し
な
い
こ

と
。
こ
の
３
点
セ
ッ
ト
の
表
示
は

玄
米
流
通
の
基
本
で
、
消
費
者
は

普
通
、
表
示
と
価
格
で
精
米
を
選

ぶ
。
私
た
ち
は
今
、
４
つ
の
産
地

か
ら
３
つ
の
銘
柄
を
送
っ
て
も
ら

っ
て
い
る
が
、
購
入
す
る
市
民
か

ら
産
地
銘
柄
指
定
の
希
望
は
出
て

い
な
い
。

　産
地
か
ら
美
味
し
い
玄
米
を
送

っ
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
、
精
米

し
た
て
の
ご
飯
の
香
り
の
良
さ
が

理
由
だ
と
思
う
。
産
地
に
は
生
き

も
の
調
査
の
取
り
組
み
が
分
か
る

情
報
提
供
も
し
て
も
ら
い
、
近
々

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
調
査
活
動
の

様
子
を
ア
ッ
プ
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　売
り
方
も
新
た
な
発
想
を
導
入

し
た
。「
枡
」に
よ
る
量
り
売
り
だ
。

玄
米
は
30
㌔
㌘
の
袋
に
入
っ
て
お

り
、
普
通
は
３
㌔
や
５
㌔
の
袋
に

小
分
け
す
る
。
私
た
ち
は
「
１
升

枡
」
と
「
５
合
枡
」
を
買
っ
て
き

て
枡
売
り
す
る
。
希
望
す
る
数
量

を
枡
で
量
り
、
精
米
す
る
。
昔
の

家
は
米
び
つ
の
中
に
１
升
枡
が
入

っ
て
い
た
が
、
見
た
こ
と
も
無
い

若
者
が
多
い
。

　10
合
が
１
升
、
10
升
が
１
斗
、

　10
斗
が
１
石
。
１
升
は
１
升
ビ

ン
、
１
斗
は
灯
油
の
１
斗
缶
が
あ

っ
て
何
と
な
く
理
解
で
き
る
が
、

１
石
と
な
る
と
読
み
方
も
分
か
ら

ず
、
１
石
と
い
う
単
位
が
何
を
意

味
す
る
か
、
殆
ど
の
人
が
知
ら
な

い
。　昔

は
土
地
の
生
産
性
・
価
値
を

「
石
高
制
」
で
表
し
た
。「
加
賀
百

万
石
」
と
は
、
加
賀
藩
の
領
地
全

体
で
１
０
０
万
石
の
お
米
換
算
の

農
産
物
が
獲
れ
る
こ
と
を
意
味

し
、
１
０
０
万
人
が
生
き
て
い
け

る
こ
と
も
意
味
し
た
。
当
時
の
日

本
人
が
１
年
間
に
食
べ
る
米
の
量

が
１
石
（
約
１
５
０
㌔
㌘
）
だ
っ

た
か
ら
だ
。
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芝浦工業大学工学マネジメント研究科客員教授
谷口博昭

精米機と枡

    中
小

企業診断士が見る

　
　

　
    成 功 の 法 則

　「
お
客
様
本
位
」、「
お
客
様

満
足
度
を
高
め
る
」
等
の
言
葉

を
よ
く
聞
く
。
そ
の
姿
勢
は
と

て
も
大
切
だ
が
、
行
動
が
伴
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　道
の
駅
の
現
場
従
業
員
は
、

フ
ラ
ン
ク
に
お
客
様
と
接
す
る

こ
と
で
、
様
々
な
情
報
を
得
て

い
る
。
顧
客
属
性
や
売
れ
筋
商

品
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
へ
の
意

見
、
こ
ん
な
モ
ノ
が
あ
っ
た
ら

嬉
し
い
と
い
う
コ
メ
ン
ト
な

ど
、
沢
山
の
情
報
が
現
場
で
は

流
れ
て
い
る
。
苦
情
こ
そ
が
、

経
営
を
改
善
し
、
多
く
の
お
客

様
か
ら
愛
顧
を
勝
ち
取
る
た
め

の
重
要
な
ヒ
ン
ト
と
な
る
。

　従
業
員
が
お
客
様
に
聞
い
た

こ
と
、
見
た
こ
と
、
感
じ
た
こ

と
を
記
録
・
蓄
積
し
、
品
揃
え

や
新
た
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の

開
発
に
活
か
し
て
い
く
。
売
り

場
ス
ペ
ー
ス
な
ど
資
源
の
割
り

振
り
を
大
胆
に
変
え
る
等
で
お

客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
。
そ

う
し
た
習
慣
・
ル
ー
ル
が
、
道

の
駅
の
成
長
に
つ
な
が
る
。

　筆
者
は
、
宮
城
県
の
「
七
ヶ

宿
」
で
、
従
業
員
が
聞
い
た
お

客
様
の
声
を
朝
礼
で
確
認
し
合

っ
て
い
る
と
聞
い
た
。「
大
変

よ
い
こ
と
な
の
で
、
大
学
ノ
ー

ト
で
も
よ
い
か
ら
、
従
業
員
が

得
た
情
報
を
文
字
に
し
て
蓄
積

・
共
有
し
、
対
応
に
つ
い
て
皆

で
議
論
す
る
よ
う
に
し
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
」
と
助
言
し
た
。

　Ｐ
Ｏ
Ｓ
デ
ー
タ
に
よ
る
販
売

分
析
や
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
ニ

ー
ズ
調
査
等
は
当
然
重
要
だ
。

従
業
員
全
体
で
お
客
様
の
生
の

声
を
大
切
に
す
る
習
慣
が
加
わ

れ
ば
、
店
舗
運
営
の
み
な
ら
ず

事
業
活
動
の
す
べ
て
に
関
し
て

「
お
客
様
本
位
」
が
徹
底
し
、

成
長
の
仕
組
み
と
な
る
。

　一
般
の
店
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
に
電
子
掲
示
板
を
設
置
し
、

お
客
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
場
を
持
っ
て
い
る
例
が

多
い
が
、
中
山
間
地
の
道
の
駅

で
は
パ
ソ
コ
ン
の
活
用
が
十
分

で
な
い
所
が
多
く
す
ぐ
に
は
実

現
し
な
い
。
ま
ず
は
、
お
客
様

の
苦
情
に
心
か
ら
感
謝
し
て

「
ご
指
導
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
応
え
、
生
の
声
を
記

録
し
て
皆
で
共
有
し
、
各
部
門

が
協
力
し
て
顧
客
ニ
ー
ズ
の
実

現
に
一
生
懸
命
に
な
る
、
そ
ん

な
組
織
文
化
を
期
待
し
た
い
。

（
中
小
企
業
診
断
士

　
牧
哲
史
）

お
客
様
の
声
で
経
営
改
善

接客する「七ヶ宿」の小松里佳さん。漫画家で
もあり、楽しい観光案内地図も顧客目線で作成
㊨と苦情・意見の記録のイメージ

NPO 生物多様性
農業支援センター
理事長　原　耕造

農業と国土 命
は
１
反
の
田
ん
ぼ
と
直
結

が
田
ん
ぼ
を
耕
作
し
続
け
ら
れ
る

仕
組
み
を
模
索
し
て
き
た
。
コ
ウ

ノ
ト
リ
や
ト
キ
の
放
鳥
に
伴
い
、

田
ん
ぼ
の
生
物
多
様
性
を
高
め
る

た
め
、
自
然
保
護
運
動
と
農
家
運

動
を
結
び
つ
け
る
努
力
を
し
て
き

た
。　残

念
な
が
ら
自
然
保
護
は
反
対

運
動
に
終
始
し
、
農
家
は
差
別
化

商
品
の
意
識
か
ら
脱
却
で
き
な

い
。
日
本
で
有
機
農
業
運
動
が
広

が
ら
な
い
の
は
消
費
者
が
「
食
の

安
全
」
意
識
か
ら
脱
却
で
き
ず
、

有
機
農
家
は
商
品
の
差
別
化
と
い

う
意
識
か
ら
脱
却
で
き
な
い
か
ら

だ
。　私

は
地
域
で
の
ゴ
ミ
減
量
や
地

域
防
災
等
の
取
り
組
み
を
通
し
、

日
常
の
暮
ら
し
の
中
の
取
り
組
み

を
通
じ
て
農
地
を
保
全
し
国
土
崩

壊
を
免
れ
れ
ば
良
い
と
、
気
づ
い

た
。　私

の
地
域
で
は
災
害
を
想
定
し

て
炊
き
出
し
食
事
会
を
隔
月
で
実

施
し
、
家
庭
の
防
災
保
存
食
と
し

て
「
玄
米
」
の
在
庫
備
蓄
を
勧
め

て
い
る
。
生
ご
み
を
回
収
し
て
発

酵
さ
せ
農
地
に
入
れ
て
野
菜
を
作

る
取
り
組
み
も
し
て
い
る
。
ゴ
ミ

処
理
工
場
の
広
域
化
に
伴
い
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
分
別
回
収
が
始
ま
る

中
で
、
流
通
系
の
包
材
は
メ
ー
カ

ー
責
任
を
問
う
だ
け
だ
っ
た
が
、

防
災
備
蓄
と
ご
み
処
理
の
２
つ
の

課
題
を
解
決
す
る
取
り
組
み
が
始

ま
っ
た
の
だ
。

　玄
米
を
地
域
住
民
に
推
奨
す
る

だ
け
で
な
く
、
生
き
も
の
調
査
を

し
て
い
る
産
地
か
ら
玄
米
を
送
っ

３

藤川宿
中根忍駅長

　かつて東海道五十三次の宿場町として

愛知県岡崎市藤川町東沖田 44
国道 1号　TEL.0564-66-6031

栄えた伝統を受け継ぎ、賑わいと交流を創出してい
ます。農家さん直送の野菜や果物、地元の特産食材
むらさき麦を使用したボリューミーで野菜が多く
摂れる定食や丼ものをご用意しています。また、コ
ンシェルジュが食、観光、お土産をご案内します。

西山ふるさと公苑
藤井邦夫駅長

　日中国交回復に尽力した田中角栄元

新潟県柏崎市西山町坂田 717-4
国道 116 号　TEL.0257-48-2839

総理の故郷西山町と、周恩来元首相の故郷淮安市
との友好を深める拠点です。 “華の国と出会いふ
るさとを見つめる” というコンセプトの「西山ふ
るさと館」、中国の伝統的な宮廷建築の「西遊館」、
中国風庭園の「西遊園」などから構成されます。

やぶ
永岡雄二支配人

　養父のシンボル「錦鯉」が鑑賞池で

兵庫県養父市養父市場 1294 － 77
県道物部養父線　TEL.079-665-0774

泳ぎ回る道の駅です。レストランでは神戸・松坂
ビーフの元祖但馬牛ステ－キやオリジナル商品の
但馬牛すじ丼が賞味でき、但馬牛すじ丼レトルト
の商品販売も成功しています。お土産には朝倉山
椒佃煮など地元名産品をどうぞ。
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　徳
川
幕
府
が
４
０
０
万
石
と
い

わ
れ
、
日
本
全
体
で
２
０
０
０
万

石
だ
っ
た
。
江
戸
時
代
の
日
本
の

人
口
約
２
０
０
０
万
人
と
符
号
す

る
。　石

高
制
が
豊
臣
秀
吉
の
太
閤
検

地
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
こ
と
は

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
教
科

書
に
は
太
閤
検
地
で
年
貢
を
納
め

さ
せ
た
と
書
い
て
あ
る
が
、
検
地

は
農
地
面
積
を
測
っ
た
だ
け
で
な

く
、
農
地
面
積
の
単
位
も
変
更
し

た
。
１
石
の
米
を
生
産
す
る
の
に

必
要
な
水
田
面
積
を
１
反
３
０
０

今回訪れた「道の駅」に関するアンケート 『道の駅に関するアンケート』回答用紙
Ｑ１．あなたが今回訪れてこの新聞を入手した「道の駅」名をお答え

　下さい。

　a)（　　　　　） 県　　b)（ 駅名　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ２．今回、当「道の駅」にどなたと一緒にいらっしゃいましたか？

　また、ご自分を含めて何人でいらっしゃいましたか？

　①一人で ②家族と (　　　人 ) ③友人と (　　　人 ) 

　④仕事仲間と (　　　人 ) ⑤その他 (　　　人 )

Ｑ３．当「道の駅」までの交通手段と所要時間をお書き下さい。

　交通手段： ①マイカー ②公共交通機関 ③徒歩

  ④その他〔所要時間：　　分〕

Ｑ４．今回、当「道の駅」を訪れた目的をお答え下さい。（複数可）

　①観光旅行中 ( 日帰りを含む ) の立ち寄り　②仕事中の立ち寄り

　③観光の目的地として　④日常の買い物

　⑤当「道の駅」開催イベントへの参加

　⑥地元の地域交流活動への参加　⑦その他（　　）

Ｑ５．当「道の駅」で、気に入られた点は何ですか？（複数可）よろ

　しければ（　）内に具体的にお書き下さい。

　①職員の対応（　　）②設備（　　　）

　③地元の人との関わり方（　　　　）④販売商品（　　　）

　⑤その他（　　　　　）

Ｑ６．当「道の駅」で、どのような点を改善すべきと思われますか？

　（複数可）　よろしければ（　）内に具体的にお書き下さい。

　①職員の対応（　　　　）②設備（　　　　　）

　③地元の人との関わり方（　　　　　　　）

　④販売商品（　　　　　）⑤その他（　　　　　　　）

Ｑ１：a)（　　　　　） 県　　b)（ 駅名　　　　　　　　　　　）
Ｑ２：①　②（　　人）　③ （　　人） ④ （　　人）⑤（　　人）
Ｑ３：①　　　②　　　③　　　④　　　〔　　　　　分〕
Ｑ４：①　　②　　③　　④　　　⑤　　⑥　　⑦（　　　　）
Ｑ５：①（                                                                    ）
　　　②（                                                                    ）
　　　③（                                                                     ）
　　　④（                                                                     ）
　　　⑤（                                                                     ）
Ｑ６：①（                                                                    ）
　　　②（                                                                    ）
　　　③（                                                                     ）
　　　④（                                                                     ）
　　　⑤（                                                                     ）
フリガナ　：　　　　　　　　　　　　
お　名　前：　
郵便番号〒：
ご　住　所：
お電話番号：（　　　　）－（　　　　）－（　　　　）
性　　　別：　　男　　　女
年　　　齢：　　歳
ご　職　業：
通信欄（その他ご意見等がありましたらご記入ください）

　
ル
ー
ト
プ
レ
ス
は
人
と
道
の
あ
り
方
を
読
者
と
と
も
に
考
え
よ
う

と
、
毎
号
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
は
本
紙
で
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
道
の
駅
や
地
域
活
性
化
の
た
め
の
資
料
と
し

て
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
行
政
や
「
道
の
駅
」
関
係
の
諸
団
体
な

ど
に
も
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
ご
回
答
は
統
計
的
に
処
理
し
て
結
果
の

み
を
公
表
し
、
個
人
を
特
定
で
き
る
デ
ー
タ
を
外
部
に
開
示
す
る
こ
と

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
忌
憚
な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ご
回

答
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
20
人
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

　回答用紙に記入して点線
に沿って切り抜き、ハガキ
に貼って投函してくださ
い。ホームページ（http://
www.route-press21st.jp）
からも回答できます。締切
は４月 30 日（土）。宛先は、
〒 102-0075 東京都千代田
区三番町７－１朝日三番町
プラザ　ＮＰＯ法人 人と
道研究会

ご回答方法

よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
い
る
」「
自

分
の
命
は
１
反
の
田
ん
ぼ
と
直
結

し
て
い
る
」
と
理
解
す
れ
ば
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
で
安
く
て
美
味
し
い
米
が
輸

入
さ
れ
て
も
、
日
本
人
と
し
て
の

行
動
原
理
は
明
白
に
な
る
。
日
本

人
は
暮
ら
し
の
原
点
に
あ
る
「
１

升
枡
」
か
ら
気
付
く
は
ず
だ
。

　米
袋
は
ゴ
ミ
減
量
の
取
り
組
み

と
し
て
各
自
持
参
が
原
則
で
、
忘

れ
た
ら
有
料
。
精
米
で
出
た
糠
は

ビ
ス
ケ
ッ
ト
に
し
た
り
、
畑
の
肥

料
に
す
る
。
玄
米
仕
入
れ
価
格
は

米
が
持
続
的
に
生
産
で
き
る
よ
う

設
定
し
、
玄
米
販
売
価
格
が
高
い

と
い
う
声
は
出
て
い
な
い
。
私
は

こ
れ
が
日
本
の
究
極
的
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ

道の駅を起点に地域情報発信の仕組み作りを

スカパー JSAT 株式会社
宇宙・衛星事業本部 法人事業部　吉岡 桂

　災
害
発
生
時
に
唯
一
確
実
な
通
信

手
段
に
な
る
の
が
衛
星
通
信
で
す
。

　ス
カ
パ
ー
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｔ
は
衛
星
多
チ

ャ
ン
ネ
ル
放
送
の
「
ス
カ
パ
ー

　」

で
ご
存
知
の
方
も
多
い
か
と
思
い
ま

す
が
、
ア
ジ
ア
最
大
の
衛
星
通
信
会

社
で
も
あ
り
、
そ
の
回
線
サ
ー
ビ
ス

は
災
害
時
に
必
要
な
通
信
手
段
と
し

て
、
防
災
重
要
拠
点
に
お
い
て
広
く

ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　「道
の
駅
」
は
、
い
ざ
災
害
が
起

き
た
場
合
に
は
避
難
所
や
支
援
チ
ー

ム
の
中
継
基
地
と
な
り
ま
す
。
集
ま

っ
て
き
た
人
や
物
が
ス
ム
ー
ズ
に
動

く
た
め
に
は
、
道
の
駅
に
被
災
現
場

の
情
報
が
集
ま
り
、
さ
ら
に
後
方
支

援
と
の
連
絡
手
段
が
確
保
で
き
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　道
の
駅
に「
人
」「
物
」そ
し
て「
情

報
」
が
集
約
す
る
こ
と
で
、
災
害
に

対
す
る
機
能
を
最
大
限
発
揮
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
、
災
害
時
に
重
要
な

役
割
を
果
た
す
衛
星
通
信
で
す
が
、

日
常
的
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
る
よ

う
、
道
の
駅
を
訪
れ
る
方
た
ち
に
対

し
、
周
辺
地
域
の
観
光
情
報
や
道
路

情
報
を
お
伝
え
す
る
電
子
掲
示
板

も
合
わ
せ
て
提
供
し
よ
う
と
検
討

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　こ
れ
は
単
に
設
備
を
ご
提
供
す

る
だ
け
で
な
く
、
道
の
駅
を
起
点

と
し
た
地
域
情
報
発
信
の
仕
組
み

作
り
の
お
手
伝
い
、
地
方
創
生
の

拠
点
で
あ
る
道
の
駅
の
機
能
強
化

へ
繋
が
る
試
み
だ
と
考
え
て
い
ま

■
お
知
ら
せ

　
「
道
の
駅
へ
の
期
待
」
は
第
２
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
道
の
駅
に
対
し
、「
わ
が
社
は
道
の

駅
で
こ
ん
な
事
業
を
展
開
し
た
い
」「
道
の
駅
を
こ
ん
な
風
に
使
っ
て
は
」
な
ど
の
ア
ピ

ー
ル
を
、
主
に
企
業
や
各
種
団
体
な
ど
に
提
案
し
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
そ
の
会
社

な
ど
を
代
表
し
て
、“
個
人
”
の
考
え
を
ベ
ー
ス
に
持
論
を
展
開
し
て
も
ら
い
ま
す
。
掲

載
希
望
の
会
社
や
団
体
は
、
本
紙
編
集
部
（info@

route-press21st.jp

）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

13

す
。　道

の
駅
と
周
辺
地
域
の
「
今
」

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
お
伝
え
し
、

道
の
駅
へ
の
訪
問
が
よ
り
深
い
も

の
に
な
っ
て
い
く
、
そ
ん
な
地
域

メ
デ
ィ
ア
を
防
災
機
能
と
合
わ
せ

て
作
っ
て
い
く
こ
と
を
、
私
た
ち

は
目
指
し
て
い
ま
す
。

対
策
で
あ
り
、
農
地
保
全
の
意
味

が
暮
ら
し
の
中
で
位
置
づ
け
ら

れ
、
商
品
経
済
の
発
想
か
ら
脱
却

で
き
る
と
確
信
す
る
。

　従
来
の
産
直
で
は
な
く
、
離
れ

て
い
る
地
域
住
民
の
協
働
活
動
を

結
び
つ
け
る
暮
ら
し
の
取
り
組
み

な
の
で
「
地
域
協
働
活
動
」
と
名

付
け
、
私
の
地
域
で
は
「
地
域
協

働
マ
ル
シ
ェ
」
を
毎
月
開
催
し
て

い
る
。

　玄
米
だ
け
で
な
く
ゴ
ミ
減
量
や

防
災
に
協
力
し
て
く
れ
る
地
域
活

動
の
取
り
組
み
品
も
増
や
し
て
お

り
、
こ
う
し
た
活
動
に
取
り
組
む

市
民
団
体
や
自
治
会
、
店
舗
を
更

に
増
や
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

暮
ら
し
の
中
で
農
地
保
全

坪
（
約
１
０
０
０
平
方
㍍
）
と
定

め
た
。

　太
閤
検
地
前
は
１
反
が
３
６
０

坪
で
、
当
時
の
米
の
生
産
性
を
勘
案

し
て
３
０
０
坪
に
変
更
。
日
本
人
１

人
が
生
き
る
に
は
１
石
の
米
が
必

要
で
、
１
石
の
米
を
生
産
す
る
の
に

必
要
な
面
積
を
１
反
と
し
た
。

　１
升
枡
の
玄
米
10
個
で
１
斗
と

な
り
１
０
０
個
で
１
石
。
そ
の
１

石
は
自
分
が
生
き
る
の
に
必
要
な

食
料
。
そ
の
向
こ
う
に
は
１
反
の

田
ん
ぼ
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
　

　「
自
分
は
１
反
の
田
ん
ぼ
に

若桜
山根誠駅長

　若桜鉄道終点若桜駅と連結する道の

鳥取県若桜町若桜 983-2
国道 29 号　TEL.0858-76-5760

駅。レストランでは、地元の田舎料理やジビエ料
理が量り売り形式で食べられます。こだわり豚の
ウインナーや、銘菓弁天まんじゅう、栃ようかん、
地酒などが特産。地元の良いものを多くの方々に
知って頂くため各地に営業に出かけています。

おおむた
阿部美由紀駅長

　開放的なガラス張り建物内で、地元

福岡県大牟田市四箇新町 2-1
主要地方道南関大牟田北線　TEL.0944-50-1187

の魔除けシンボル「大蛇山」が皆さまをお迎えし
ます。春はたけのこ、夏はドラゴンフルーツ、秋
はみかん、冬はあまおうなど地元の新鮮野菜・果
物に加え、天草から毎日直送される水産物が自慢
です。特に、いつも格安の野菜類は大人気です。

とうわ
小原隆駅長

　源泉 100％掛け流しの天然温泉をはじ

岩手県花巻市東和町安俵 6-147-2
県道 39 号　TEL.0198-42-3006

め、ホテル、レストラン、特産販売所などを備え
た道の駅は憩いのエリア。リンゴやリンゴジュー
ス、ハチミツ、岩手生まれ東和育ち「目の恋人ア
ロニア」ドリンク、ジャムが好評です。5 月の連
休は全国泣き相撲大会でにぎわいます。

！
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　道の駅や道路などに関する様々
なご意見、お考えをお寄せくださ
い。ハガキの宛先は、〒 102-0075 
東京都千代田区三番町 7-1 朝日三
番町プラザ NPO 法人「人と道研
究会」。電子メールは、dokusya@
route-press21st.jp 宛 て。 写 真、
カットの投稿も歓迎。採用分には
記念品をお送りします。

◆お便り募集

☆
育
児
疲
れ
解
消
！

　主
人
と
お
付
き
合
い
を
始
め
た

こ
ろ
、
デ
ー
ト
で
い
つ
も
道
の
駅

「
ス
パ
羅
漢
」
の
温
泉
に
来
て
い

ま
し
た
。
駐
車
場
で
け
ん
か
し
た

こ
と
も
あ
っ
た
な
ぁ
。
足
掛
け
5

年
、
今
は
赤
ち
ゃ
ん
に
も
恵
ま
れ

ま
し
た
。
出
産
後
初
め
て
子
育
て

の
疲
れ
を
癒
し
に
訪
れ
て
食
事
し

よ
う
と
い
う
と
き
、
女
性
ス
タ
ッ

フ
が
赤
ち
ゃ
ん
を
預
か
っ
て
く

れ
、
ミ
ル
ク
ま
で
飲
ま
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
お
か
げ
で
ゆ
っ
く
り
食

事
で
き
、
雑
炊
を
温
か
い
う
ち
に

頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
！
（
広
島
市

　主
婦
・
36

歳
）

☆
薪
ス
ト
ー
ブ
賛
成

　46
号
の
記
事
「
薪
ス
ト
ー
ブ
で

エ
コ
暖
房
推
進
」を
読
み
ま
し
た
。

大
賛
成
で
す
。
我
家
で
も
薪
ス

ト
ー
ブ
で
す
！
昨
年
12
月
、
福
島

県
へ
十
勝
の
食
材
を
持
参
し
て
被

災
者
と
い
ろ
い
ろ
話
し
合
い
ま
し

た
。
家
が
あ
る
の
に
帰
れ
な
い
苦

し
さ
、
く
や
し
さ
を
訴
え
る
声
を

う
か
が
い
、
寒
さ
厳
し
い
北
海
道

で
も
電
気
を
使
え
る
我
家
の
有
り

が
た
さ
を
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

や
は
り
、
少
し
で
も
電
気
を
減
ら

す
エ
コ
な
生
活
を
続
け
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。(

北

海
道
河
東
郡

　主
婦
・
69
歳
）

☆
楽
し
い
語
り
部
役

　道
の
駅「
若
狭
お
ば
ま
」で
、「
若

狭
の
語
り
部
」
と
し
て
訪
れ
る

方
々
に
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

や
観
光
の
案
内
を
し
、
人
々
と
の

ふ
れ
あ
い
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

全
国
の
道
の
駅
め
ぐ
り
を
し
て
い

る
方
々
は
、
団
塊
の
世
代
が
多
い

の
で
す
ね
。
私
も
同
じ
世
代
の
人

間
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
土
地
を

訪
れ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
福

井
県
小
浜
市

　無
職
男
性
・
68
歳
）

☆
ス
マ
ー
ト
シ
ニ
ア

　映
画
鑑
賞
が
趣
味
。
劇
場
で
年

間
１
２
０
本
ほ
ど
観
ま
す
。
46
号

に
掲
載
さ
れ
た
「
道
の
駅
文
庫
」

で
日
野
原
先
生
の
『
い
の
ち
の
使

い
か
た
』
を
読
み
、
超
高
齢
時
代

に
突
入
し
た
日
本
で
生
き
る
に

は
、
ス
マ
ー
ト
シ
ニ
ア
で
あ
る
こ

と
、
幸
福
感
を
持
つ
こ
と
が
何
よ

り
の
サ
バ
イ
バ
ル
術
で
あ
る
と
い

う
記
述
に
強
く
共
感
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
は
「
健
康
＝
魂
が
満

た
さ
れ
た
状
態
」
で
あ
る
こ
と
が

必
要
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
の
で
、

自
分
は
何
を
す
べ
き
な
の
か
考
え

た
り
話
し
合
っ
た
り
す
る
機
会
を

つ
く
る
よ
う
努
め
た
い
と
思
い
ま

す
。（
大
阪
市

　主
婦
・
43
歳
）

☆
紙
上
道
の
駅
巡
り

　会
社
時
代
は
な
か
な
か
道
の
駅

巡
り
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
は
フ
リ
ー
の
身
。
地
元
九
州
か

ら
再
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
遠

く
て
行
け
そ
う
も
な
い
道
の
駅

は
、「
ル
ー
ト
プ
レ
ス
」
を
読
ん

で
そ
の
気
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
毎
号
楽
し
み
で
す
。（
福
岡

県
小
郡
市

　無
職
男
性
・
69
歳
）

☆
つ
い
に
１
５
０
駅
！

　福
井
県
の
道
の
駅
「
パ
ー
ク
イ

ン
丹
生
ヶ
丘
」
を
訪
れ
、
つ
い
に

１
５
０
道
の
駅
走
破
を
達
成
し
ま

し
た
。
す
ご
く
嬉
し
い
！
私
に

と
っ
て
道
の
駅
め
ぐ
り
は
楽
し
み

で
あ
る
反
面
、
体
の
不
安
も
大
き

く
、
３
月
に
手
術
を
す
る
ま
で
に

何
と
か
達
成
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
感
慨
無
量
で
す
。
こ
の

あ
と
ど
れ
だ
け
行
け
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
け
れ
ど
、
心
と
体
と
相
談

し
な
が
ら
、
ぼ
ち
ぼ
ち
と
。（
岐

阜
県
安
八
郡

　会
社
員
女
性
・
38

歳
）

☆
完
全
走
破
を
応
援

　四
国
道
の
駅
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

挑
戦
中
に
亡
く
な
っ
た
ご
主
人
に

か
わ
り
、
妹
さ
ん
と
完
全
走
破
認

定
書
を
も
ら
っ
た
と
い
う
46
号

「
読
者
の
声
」
に
感
銘
し
ま
し
た
。

私
の
両
親
も
ス
タ
ン
プ
ブ
ッ
ク
を

持
っ
て
ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
み
な
が

ら
中
部
道
の
駅
巡
り
を
し
て
い
ま

す
。
中
で
も
父
は
記
念
切
符
を
集

め
る
の
が
好
き
で
、
な
い
と
き
は

不
機
嫌
な
顔
に
な
り
ま
す
。
完
全

走
破
で
き
ま
す
よ
う
、
応
援
し
て

い
ま
す
。（
愛
知
県
岡
崎
市

　パ
ー

ト
女
性
・
37
歳
）

☆
ト
イ
レ
が
不
可
欠

　北
海
道
で
は
道
の
駅
が
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
だ
と
思
い
ま

す
。
コ
ン
ビ
ニ
も
な
い
、
ト
イ
レ

休
け
い
ど
う
し
よ
う
…
。
そ
ん
な

時
は
道
の
え
き
!!

　24
じ
か
ん
ト

イ
レ
使
え
る
と
こ
ろ
は
あ
り
が
た

い
で
す
。
道
の
え
き
、
が
ん
ば
っ

て
下
さ
い
。（
北
海
道
網
走
市

　

大
学
生
女
性
・
21
歳
）

☆
高
齢
で
も
車
＆
駅

　今
年
も
道
の
駅
め
ぐ
り
を
し
ま

し
た
。
岩
手
の
駅
で
ト
イ
レ
を

改
修
、
快
適
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
地
元
と
し
て
喜
ば
し
い
こ
と

で
す
。
高
齢
者
の
運
転
に
つ
い
て

云
々
、
い
ろ
い
ろ
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
車
の
運
転
を
制
限
さ
れ
て

は
大
い
に
困
り
ま
す
。
こ
の
楽
し

み
を
な
く
し
て
は
生
き
て
い
る
甲

斐
が
な
い
（
笑
い
）。
来
年
も
旬

の
グ
ル
メ
や
温
泉
を
求
め
ま
す

よ
。（
岩
手
県
久
慈
市

　無
職
女

性
・
74
歳
）

☆
商
品
等
独
自
採
点

　昨
年
夏
か
ら
主
人
と
道
の
駅
め

ぐ
り
を
は
じ
め
、
半
年
で
千
葉
県

内
26
駅
を
制
覇
し
ま
し
た
。
今
ま

で
な
ん
と
な
く
寄
っ
て
い
た
道
の

駅
も
改
め
て
目
的
と
し
て
行
く

と
、
い
ろ
い
ろ
気
づ
き
ま
し
た
。

写
真
の
よ
う
に
大
豆
の
お
肉
の
お

も
し
ろ
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
も
あ
り
、

た
く
さ
ん
撮
影･

購
入
し
ま
し

た
。
帰
っ
て
記
録
を
ア
ル
バ
ム
化

し
、
独
断
で
5
点
評
価
し
て
い
ま

す
。
珍
し
い
野
菜
や
料
理
は
試

食
、
レ
シ
ピ
配
布
が
あ
る
と
い
い

の
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
。（
千
葉
県

富
津
市

　主
婦
・
64
歳
）
　

☆
道
の
駅
を
卒
論
に

　卒
論
で
道
の
駅
を
テ
ー
マ
に
し

た
研
究
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
毎

号
楽
し
み
に
読
ん
で
い
ま
す
。
46

号
の
日
本
道
路
会
議
開
催
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
道
の
駅
の

新
た
な
展
開
を
考
え
る
」
は
特

に
、
今
ど
ん
な
議
論
が
な
さ
れ
て

い
る
か
知
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま

し
た
。（
京
都
府
京
丹
後
市

　大

学
４
年
生
男
性
・
22
歳
）
　

☆
点
訳
奉
仕
に
敬
服

　地
元
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
広

報
誌
表
紙
に
、
私
の
勤
務
す
る
会

社
を
定
年
退
職
さ
れ
た
方
の
記
事

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
、
道
の
駅
レ
ス
ト
ラ
ン
の

メ
ニ
ュ
ー
を
少
し
ず
つ
点
字
に
訳

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
道

の
駅
は
身
体
の
不
自
由
な
方
々
で

も
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
と

願
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
と
て
も

う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。（
兵
庫

県
養
父
市

　会
社
員
女
性
・
47
歳
）

☆
今
も
夢
自
転
車
旅

　若
い
頃
、
よ
く
自
転
車
旅
を
し

て
い
ま
し
た
。
道
の
駅
が
今
の
よ

う
に
整
備
さ
れ
て
い
れ
ば
も
っ
と

楽
に
ツ
ー
リ
ン
グ
で
き
た
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。
い
ま
だ
に
夢
だ
け

は「
北
海
道
一
周
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」

を
掲
げ
て
い
ま
す
が
。（
長
野
県

下
伊
那
郡

　農
業･

木
工
業
男

性
・
63
歳
）

☆
郷
里
棚
田
に
感
心

　46
号
の
「
み
ど
り
の
里
・
耳
納

風
景
街
道
」
を
読
み
ま
し
た
。
先

人
の
つ
く
っ
た
灌
漑
用
水
路
を

守
っ
て
い
る
地
域
の
皆
さ
ん
、
ご

苦
労
様
で
す
。
私
は
姥
捨
て
伝
説

の
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
棚
田
付
近

で
生
ま
れ
育
っ
た
の
で
、
石
橋
も

あ
る
立
派
な
水
路
な
ど
は
知
り
ま

せ
ん
。
で
も
、
棚
田
も
上
の
方
に

あ
る
池
の
水
で
稲
を
育
て
て
い
ま

す
の
で
、
う
ま
い
工
夫
だ
と
見
直

し
ま
し
た
。（
長
野
市

　無
職
男

性
・
68
歳
）

梅
の
花

　咲
き
た
る
園ソ

ノ

の

　青ア
ヲ
ヤ
ギ柳
は

　か
づ
ら
に
す
べ
く

　な
り

に
け
ら
ず
や
（
巻
五
・
八
一
七
番
）

　
　梅
の
花
が
咲
い
て
い
る
庭
の
青
柳
は
、
も
う
充
分
、
頭
に
巻

　
　き
つ
け
て
、
髪
飾
り
に
す
る
頃
合
い
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

　
　な
い
か
。

　豊ぶ
ん
ご
の
か
み

後
守
大
伴
大
夫
作
。「
し
ゑ
や
」

は
感
動
詞
で
、
詠
嘆
・
決
意
な
ど
を

表
わ
す
。

　梅
に
心
酔
し
て
来
世
で
の〝
転
生
〟

を
願
う
歌
。

×

　
　
　
　×

　
　
　
　×

梅
の
花

　今
盛サ

カ

り
な
り

　思
ふ
ど
ち

　挿カ
ザ
シ頭
に
し
て
む

　今
盛
り
な
り
（
巻
五
・
八
二
〇
番
）

　
　梅
の
花
は
今
が
満
開
、
真
っ
盛
り
だ
。
親
愛
な
る
友
垣
よ
。

　
　梅
の
花
を
頭
に
飾
っ
て
、
歌
い
踊
ろ
う
で
は
な
い
か
。
花
は

　
　今
が
絶
頂
な
の
だ
よ
！

　筑ち
く
ご
の
か
み

後
守
葛
井
大
夫
作
。
最
高
潮
の
梅
花
に
あ
や
か
り
、
一
体
と

な
り
、
春
に
埋
没
・
渾こ

ん

然ぜ
ん

と
な
り
、
ま
さ
し
く
自
然
児
た
ら
ん
!!

と
の
歌
境
で
あ
る
。

　
　×

　
　
　
　×

　
　
　
　×

梅
の
花

　散
ら
ま
く
惜
し
み

　わ
が
園
の

　竹
の
林
に

　鶯ウ
グ
ヒ
ス

鳴
く

も(

巻
五
・
八
二
四
番)

　
　私
の
庭
の
竹
林
で
、
梅
の
花
が
散
る
の
を
残
念
が
っ
て
、
鶯

　
　が
し
き
り
に
な
い
て
い
る
ナ
ァ

　阿
部
奥
島
作
。
花
散
る
を
悲
し
む
鶯
を
詠
う
。

　万
葉
歌
人
の
自
由
自
在
な
発
想
と
鋭
敏
な
感
性
は
見
事
で
あ

る
。
時
と
し
て
、
花
と
な
り
、
鳥
と
な
る
。
森し

ん
ら
ば
ん
し
ょ
う

羅
万
象
を
全
身
全

霊
で
感
受
し
、
享
受
す
る
驚
異
の
存
在
で
あ
る
。�（
万
葉
研
究
家
）

　白
梅
に
陶
酔
し
た
万
葉
の
歌う
た

人び
と

た
ち

　少
弐
粟
田
大
夫
の
作
。
万
葉
の
頃
の
梅
は
、
す
べ
て
「
白
梅
」

で
あ
る
。
梅
の
花
を
頭
に
挿
し
て
い
る
の
に
、
更
に
青
柳
を
冠か

ん
む
り

に

し
よ
う
で
は
な
い
か
、
と
呼
び
掛
け
る
歌
。

　白
梅
の
高
貴
と
清せ

い

楚そ

さ
が
、
春
の
女
神
を
招
き
、
濃
緑
の
青
柳

の
生
命
力
と
清
新
な
気
力
は
、延
命
長
寿
や
若
返
り
を
も
た
ら
す
。

作
者
の
目も

く

ろ

み

論
見
で
あ
る
。

　
　×

　
　
　
　×

　
　
　
　×

世
の
中
は

　恋コ
ヒ

し
け
し
ゑ
や

　斯カ

く
あ
ら
ば

　梅
の
花
に
も

　な

ら
ま
し
も
の
を
（
巻
五
・
八
一
九
番
）

　
　こ
の
世
の
中
は
何
か
と
心こ

こ
ろ
ひ魅
か
れ
て
恋
し
い
も
の
だ
。
梅
の

　
　花
に
焦
が
れ
る
な
ァ
。
え
え
ま
ま
よ
！

　

�

い
っ
そ
の
こ
と

　
　〝梅
の
花
に
な
り
た
い
〟。

風和里しばやま
山﨑正史駅長

　温暖な気候と豊かな大地に恵また全国

千葉県芝山町小池 2568
県道 62 号　TEL.0479-70-8877

有数の農業県千葉県。当駅の直売所にも、特に肥沃
な北総台地の恵みをいっぱいに受けて育った県内
トップクラスの新鮮な朝採れ野菜が所狭しと並んで
います。成田空港が近いので航空機が発着する様子
が駅からもながめられます。

かみおか
鈴木幸寿駅長

　江戸日本橋からの「一里塚」が珍しく

秋田県大仙市北楢岡船戸 187
国道 13 号　TEL.0187-72-4004

街道両側に残っています。秋田県民愛用の地元特
産品「味どうらくの里万能つゆ」を使用した人気
のソフトクリームやラスク、くるみゆべし等品揃
え豊富な物産館、地元食材を使ったレストラン、
新鮮野菜等の並ぶ直売所が充実しております。

かみゆうべつ温泉チューリップの湯
松原斗志子統括マネ－ジャー

　道内では数少ない天然温泉を併設し

北海道湧別町中湧別中町 3020-1
道道緑蔭中湧別停車場線　TEL.01586-4-1126

ている道の駅です。オホ -ツク海からサロマ湖を
つなぐ紋別市、網走市の中間地点に位置します。
漫画美術館は必見。チューリップが町花で、5月
からは広さ7㌶もある近くのチュ -リップ公園で
120万本190品種が咲き誇ります。
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　昨
年
11
月
「
道
の
駅
」
が
新
た
に
20
駅
登
録
さ
れ

全
国
で
１
０
７
９
駅
と
な
っ
た
。
１
月
に
は
地
方
創

生
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
る
重
点
「
道

の
駅
」
が
新
た
に
38
カ
所
選
定
さ
れ
、
国
と
地
域
の

道
の
駅
に
対
す
る
期
待
の
表
れ
を
感
じ
る
。

　昨
年
の
訪
日
外
国
人
観
光
客
は
２

０
０
０
万
人
で
あ
っ
た
。
爆
買
い
が

注
目
さ
れ
る
中
、
外
国
人
観
光
客
の

目
線
は
既
に
地
方
へ
向
い
て
い
る
。

今
後
は
日
本
の
多
様
な
文
化
に
触
れ
る
体
験
を
期
待

し
て
地
方
を
訪
れ
る
観
光
客
が
増
え
る
と
思
う
。
公

共
交
通
の
利
便
性
が
高
い
と
は
言
え
な
い
地
方
で

は
、
自
動
車
交
通
が
主
な
移
動
手
段
で
、
外
国
人
観

光
客
の
移
動
中
の
休
憩
場
所
や
目
的
地
と
し
て
の
道

の
駅
の
役
割
が
よ
り
重
要
に
な
る
。

　昨
春
、
63
カ
所
の
道
の
駅
が
、
政
府
が
認
定
す
る

外
国
人
観
光
案
内
所
に
新
た
に
登
録
。
道
の
駅
は
外

国
人
観
光
客
を
も
て
な
す
準
備
が
進
ん
で
お
り
、
今

後
外
国
人
観
光
客
に
対
応
可
能
な
道
の
駅
が
増
え
る

だ
ろ
う
。
地
域
の
顔
で
あ
る
道
の
駅
を
通
し
て
、
外

国
人
に
も
日
本
人
に
も
日
本
の
良
さ
と
刺
激
を
感
じ

て
も
ら
い
た
い
。
日
々
道
の
駅
を
勉
強
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
る
私
で
も
、
新
た
な
道
の
駅
に
行
く
た
び
に

新
た
な
発
見
と
驚
き
が
あ
る
。

　そ
の
一
助
と
し
て
全
国
道
の
駅
連
絡
会
は
、
道
の

駅
を
通
し
て
日
本
を
見
つ
め
直
す
企
画
を
進
め
て
い

る
。
道
の
駅
で
取
り
扱
う
日
本
の
伝
統
工
芸
品
等
の

地
域
に
根
付
き
育
ま
れ
た
商
品
の
情
報
を
収
集
し
、

道
の
駅
と
の
連
携
に
よ
り
、
魅
力
を
再
発
掘
し
て
発

信
す
る
事
業
だ
。
今
年
は
『
国
際
マ
メ
年
』
な
の

で
、
初
回
の
テ
ー
マ
は
多
く
の
道
の
駅
で
扱
っ
て
い

る
『
豆
』
と
し
た
。
現
在
道
の
駅
で
の
豆
の
取
扱
い

状
況
等
を
調
査
し
て
お
り
、
ま
と
ま
り
次
第
当
連
絡

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
発
信
す
る
。

　様
々
な
魅
力
が
詰
ま
っ
た
道
の
駅
を
広
く
発
信

し
、
外
国
人
観
光
客
に
は
発
見
と
驚
き
を
、
日
本
人

に
は
地
域
の
魅
力
を
再
発
掘
し
お
伝
え
す
る
中
で
地

域
を
深
く
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
事
務
局

　箱
山
大
樹
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読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

希
望
商
品
名
の
ほ
か
、
①
氏
名
②
郵
便
番
号
・
住

所
③
電
話
番
号
④
性
別
⑤
職
業
⑥
年
齢
⑦
趣
味
⑧

新
聞
の
入
手
場
所
⑨
関
心
を
持
っ
た
記
事
⑩
感

想
・
意
見
を
1
枚
の
は
が
き
に
記
入
し
、
〒
１
０

２
―
０
０
７
５
東
京
都
千
代
田
区
三
番
町
７
―
１ 

朝
日
三
番
町
プ
ラ
ザ

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
人
と
道
研
究
会

へ
。４
月
30
日(

土)

必
着
。発
送
を
発
表
に
か
え
、

個
人
情
報
は
応
募
作
業
お
よ
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
の
ご

案
内
以
外
の
目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

提供：ＵＲ都市機構
 http://www.ur-net.go.jp/

問題作成　寺崎美保子（てらこヘリテージ株式
会社代表取締役）http://zeropage.jp

クロスワード人と道パスル

★ヨコの鍵

★
タ
テ
の
鍵

１

　梅
干
し
で
お
な
じ
み
和
歌
山
の
地

２

　ス
ト
ッ
プ
！

３

　寄
席
に
出
て
く
る
マ
ジ
ッ
ク
や
モ
ノ
マ
ネ

は
、
こ
の
分
野

４

　村
は
ビ
レ
ッ
ジ
、
街
は
？

５

　シ
ー
ソ
ー
や
ブ
ラ
ン
コ
な
ど
が
あ
り
ま
す

７

　ス
ゴ
ロ
ク
で
動
か
し
ま
す

９

　東
京
の
駅
、
パ
ン
ダ
、
西
郷
隆
盛
像

11

　じ
っ
と
耐
え
る

13

　○
○
と
罰

15

　足
袋
を
は
い
て
か
ら
履
く

16

　囲
碁
や
将
棋
が
お
仕
事
で
す

17

　年
度
末
は
特
に
道
路
の
コ
レ
が
多
い

18

　早
起
き
し
て
交
流
会

19

　耳
な
し
○
○
○
○

21

　耳
の
掃
除
。
コ
レ
が
つ
い
つ
い
や
め
ら
れ
な

　
　い

23

　ポ
ジ
シ
ョ
ン

24

　ビ
ビ
り
ま
く
り

25

　サ
イ
ン
は
こ
ち
ら
に
書
い
て
く
だ
さ
い

１　郵便に貼ります
３　買い取りではなくコレで商品の
　　販売をしてもらう
６　水戸黄門の象徴といえば？
７　手の平⇔手の○○
８　銀行に◯◯◯を頼む
10　「闇」にも「閉」にもあります
12　下ではありません
13　ユニコーンの頭上にある
14　こだま、ひかり、○○○
16　大切なものは、こちらに保管
19　夜空にキラキラ輝きます
20　３割が陸なら残りは？
22　リサイクル
25　宍道湖でおなじみの貝といえば？
26　負けない
27　ハワイの有名なビーチリゾート
28　慶応大学創設は福沢○○○
29　ピリピリ…コレを感じます

　「長
年
、
住
ん
で
き
た
吉
岡
は
、
表
通
り
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
、

潰
れ
家
が
で
き
、
空
き
地
に
は
ぺ
ん
ぺ
ん
草
が
生
え
、
櫛
の
歯
が
欠

け
た
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
町
場
の『
草
臥
れ
』

(

く
た
び
れ)

で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
く
た
び
れ
て
い
っ
て
し
ま
え
ば
、

地
獄
の
よ
う
な
困
苦
が
し
の
び
よ
り
、
こ
の
町
を
覆
い
つ
く
す
の
で

は
な
い
か
」

　物
語
は
、
奥
州
街
道
沿
い
の
吉
岡
宿
と
い
う
町
が
廃
れ
始
め
、
そ

れ
を
危
惧
し
た
仙
台
藩
住
民
た
ち
の
町
お
こ
し
を
描
い
て
い
る
。

　造
り
酒
屋
の
穀
田
屋
十
三
郎
、
浅
野
屋
陣
内
、
茶
の
製
造
販
売
を

商
う
菅
原
屋
篤
平
次
、こ
の
３
人
が
町
お
こ
し
の
秘
策
を
企
画
す
る
。

そ
れ
は
、
住
民
有
志
か
ら
千
両
の
資
金
（
寄
付
金
）
を
集
め
、
藩
に

融
資
し
、そ
の
利
息
百
両
を
毎
年
住
民
に
分
配
し
て
困
窮
か
ら
救
う
、

と
い
う
奇
想
天
外
な
案
だ
っ
た
。

　江
戸
時
代
、
藩
は
領
民
か
ら
年
貢
を
搾
り
取
り
武
士
階
級
を
養
っ

て
い
た
。
そ
の
藩
か
ら
逆
に
年
利
を
稼
ぐ
、
と
い
う
逆
転
の
発
想
。

幕
藩
体
制
は
当
時
、
商
品
流
通
が
盛
ん
に
な
り
、
町
人
階
級
の
勃
興

で
揺
る
ぎ
始
め
て
、
ど
の
藩
も
借
金
で
に
っ
ち
も
さ
っ
ち
も
行
か
な

く
な
っ
て
い
た
。
吉
岡
宿
の
提
案
は
、
藩
に
と
っ
て
も
損
は
な
い
の

だ
。
札
差
と
呼
ば
れ
る
商
人
か
ら
の
融
資
で
は
二
割
の
利
子
が
つ
く

の
が
普
通
だ
っ
た
。
問
題
は
、
誰
が
そ
の
原
資
を
出
す
か
？
と
い
う

一
点
に
あ
る
。
千
両
の
価
値
は
現
代
な
ら
１
億
円
に
相
当
す
る
。

　言
い
だ
し
っ
ぺ
の
３
人
を
は
じ
め
住
民
有
志
が
私
財
を
投
げ
う
っ

て
五
百
両
と
い
う
大
金
を
つ
く
り
、
あ
と
の
五
百
両
を
地
元
商
人
か

ら
借
り
、
そ
れ
を
藩
に
融
資
す
る
と
い
う
企
画
を
成
功
さ
せ
る
。

　地
方
の
造
り
酒
屋
や
お
茶
の
製
造
販
売
業
者
で
あ
る
彼
ら
に
と
っ

て
、
余
裕
資
金
が
潤
沢
に
有
る
わ
け
で
は
な
い
。
家
財
道
具
や
商
売

道
具
を
質
に
入
れ
て
資
金
を
ひ
ね
り
出
す
。
浅
野
屋
で
は
、
先
代
の

町
の
た
め
に
尽
く
せ
と
い
う
遺
言
が
あ
り
、
家
業
が
潰
れ
て
も
か
ま

わ
な
い
、
と
い
う
覚
悟
で
資
金
を
提
供
す
る
。

　物
語
に
一
貫
し
て
い
る
の
は
、
本
書
の
題
名
に
あ
る
、
自
分
た
ち

が
暮
ら
す
町
の
た
め
に
全
財
産
を
投
げ
打
っ
て
も
尽
く
す
、
と
い
う

脈
々
と
し
た
「
無
私
の
精
神
」
だ
。
こ
の
「
無
私
の
精
神
」
こ
そ
、

日
本
人
が
今
思
い
だ
す
べ
き
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
、
と
作
者
は
語
っ
て

る
よ
う
に
思
う
。

　本
書
は
「
穀
田
屋
十
三
郎
」
の
ほ
か
「
中
根
東
里
」「
大
田
垣
蓮

月
」
の
２
編
も
収
録
。
い
ず
れ
も
さ
わ
や
か
な
日
本
人
だ
。「
穀
田

屋
十
三
郎
」
は
「
殿
、
利
息
で
ご
ざ
る
」
と
い
う
題
名
で
映
画
化
さ

れ
、
５
月
半
ば
に
公
開
さ
れ
る
の
で
楽
し
み
だ
。�

�

（
花
信
風
子
）

プ
レ
ゼ
ン
ト
へ
の
応
募

46 号の正解は
「チイサナキヨテン」

無私の日本人

磯田道史
文春文庫

●応募方法　タテ、ヨコの鍵により数字の枠を埋め、英字枠の語をＡＢＣ
順にならべたのが「正解」です。正解者 20 人（多数のときは抽選）に記念
品をお送りします。応募は 1 枚のはがきに正解のほか、①氏名②郵便番号・
住所③電話番号④性別⑤職業⑥年齢⑦趣味⑧新聞の入手場所⑨関心を持った
記事⑩感想・意見を記入してください。送り先は〒 102-0075 東京都千代田
区三番町 7-1 朝日三番町プラザ　ＮＰＯ人と道研究会。４月 30 日（土 ) 必着。
発送を発表にかえ、個人情報は応募作業およびＮＰＯからのご案内以外の目
的には使用しません。

　
町
の
た
め
全
財
産
を
投
げ
打
ち
尽
く
す

★
新
た
な
団
地
の
魅
力
を
提
案
す
る

本
『
団
地
を
楽
し
む
教
科
書

　
暮
ら

し
と
。』
を
10
人
に
。

　Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
が
新
た
な
視
点
の

住
宅
を
提
案
す
る
東
京
Ｒ
不
動
産
と

共
同
編
集
・
制
作
し
好
評
を
得
た
フ

リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
書
籍
化
。
グ
リ

ー
ン
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
団
地
ラ
イ

フ
7
風
景
を
写
真
中
心
に
描
い
て

い
る
。

東浦ターミナルパーク
下原渉駅長

　淡路島北東部に位置し、東浦物産館

兵庫県淡路市浦 648
国道 28 号　TEL.0799-74-2707

や産直販売所で淡路島の特産品が購入できます。
たこ一匹を丸ごと使用した「たこの姿焼き」を食
べることもできますよ。淡路市立中浜稔猫美術館、
市立陶芸館、バスターミナルもあり、老若男女が
楽しめる複合施設となっています。

雪のふるさとやすづか
増野いつ子館長

　長野と新潟の県境、棚田が広がる山

新潟県上越市安塚区樽田 140
国道 403 号　TEL.025-595-1010

間地にある小さな道の駅です。春には品質の良
い天然の山菜が並びます。地元の農家が栽培し
た野菜や素朴な手づくりの加工品にこだわって
販売しています。自家製造している餅入りのジェ
ラートやモチモチ食感のおやきがおすすめです。

夢さんさん谷汲
宗宮孝生駅長

　周辺地域の観光資源を結ぶ「西美濃夢源

岐阜県揖斐川町谷汲名礼 1766-27
主要地方道山東本巣線　TEL.0585-56-3750

回廊」の一角にある道の駅。西国三十三番満願霊場
の「谷汲山華厳寺」、即身仏で有名な「両界山横蔵寺」、
皇太子殿下をお迎えした第 39 回育樹祭会場の谷汲
緑地公園など、歴史と文化の融合する中心に位置し、
特産品のこんにゃく、そばが味わえます。

提供：（株）クエスト
 

★
プ
ロ
の
味
を
手
軽
に
家
庭
で
楽
し

め
る
「
豊
の
天
然
だ
し
」（
20
包
）

を
10
人
に
。

　化
学
調
味
料
・
保
存
料
無
添
加
で
、

鹿
児
島
か
つ
お
節
、
羅
臼
昆
布
、
大

分
椎
茸
な
ど
国
産
素
材
６
種
原
料
か

ら
直
接
抽
出
し
、
ホ
テ
ル
や
病
院
の

料
理
人
も
愛
用
す
る
。
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まるせっぷ
佐々木修一駅長

　三角屋根が特徴の「木芸館」はアカ

北海道遠軽町丸瀬布元町 42-2
国道 333 号　TEL.0158-47-2010

エゾマツをイメージしています。地元産木材を使
用した館内では、木の温もりと自動演奏ピアノに
よる音楽が響き渡り、運転で疲れたドライバーを
リフレッシュします。直売所は朝採りの「生しい
たけ」、食堂ではじゅんさいそばが人気です。

保田小学校
大塚克也校長

　2014年に学校としての役割を終えまし

千葉県鋸南町保田 724
県道 34 号　TEL.0470-29-5530

たが、創立126年の歴史を愛する地域の希望を受
け、都市交流をめざす道の駅に生まれ変わりまし
た！　体育館を直売所に、教室を宿泊、温浴施設、
レストランにと、小学校の雰囲気を残したリノベー
ションは全国でもユニークな存在です。

しらまの里
中山正隆駅長

　世界遺産のある熊野地方への玄関口

和歌山県有田川町宇井苔 213-1
国道 424   TEL.0737-32-4970

にある日本一小さな駅ですが、平成23年にリ
ニューアルし、おもてなしも日本一を目指し豊富
な山の幸、川の幸を販売しています。ジビエ（シ
シ肉、シカ肉）、鮎やアマゴ、モクズガニの他、
香りが良く肉厚の原木椎茸がおすすめです。

春の新緑シーズン（1月～5月）と秋の紅葉シーズン（9月～10月）の年2回
家庭募金、街頭募金、職場募金、企業募金、学校募金などによって行われています。

公益社団法人 国土緑化推進機構

スマートフォン・携帯電話
からも募金できます！

0120-110-381
ホームページ
アドレス http://www.green.or.jp 電子メール

アドレス bokin@green.or.jp

インターネットで募金

midorinobokin.net




